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(57)【要約】
【課題】ユーザビリティ、デザイン性及びコンパクト性
に優れたリモートコントロール装置を提供する。
【解決手段】エアコン１００のリモコン３０は、液晶表
示部６０と、複数の物理キー５０と、液晶表示部６０の
動作を制御し物理キー５０の入力に応じて処理を行うリ
モコン制御部７０と、を備える。液晶表示部６０は、設
定可能な設定項目に係る設定項目タブｔａ（設定項目情
報）を表示する第３表示領域６３と、設定項目の設定状
態に係る情報を表示する第４表示領域６４と、を含む。
物理キー５０は、状況に応じて機能が切り換わるファン
クションキー５２を含む。リモコン制御部７０は、ファ
ンクションキー５２の入力に応じて、設定を行う設定項
目を順次選択し、選択した設定項目に係る情報を液晶表
示部６０に表示させる。ファンクションキー５２の数は
、第３表示領域６３に表示される設定項目タブｔａの数
よりも少ない。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和装置（１００）又はヒートポンプ装置（１００）のリモートコントロール装置
（３０）であって、
　各種情報を表示する表示部（６０）と、
　各種設定に係るコマンドを入力される複数の物理キー（５０）と、
　前記表示部の動作を制御するとともに前記物理キーに入力された前記コマンドに応じて
各種処理を実行する制御部（７０）と、
を備え、
　前記表示部は、設定可能な設定項目に係る設定項目情報（ｔａ１－ｔａ５）を表示する
設定項目表示領域（６３）と、前記設定項目の設定状態に係る情報を表示する設定状態表
示領域（６４）と、を含み、
　前記物理キーは、状況に応じて割り当てられる機能が切り換わるファンクションキー（
５２ａ、５２ｂ）を含み、
　前記制御部は、前記ファンクションキーの入力に応じて設定を行う前記設定項目を順次
選択するとともに、選択した前記設定項目に係る前記設定項目情報を前記表示部に表示さ
せ、
　前記ファンクションキーの数は、前記設定項目表示領域において表示される前記設定項
目情報の数よりも少ない、
リモートコントロール装置（３０）。
【請求項２】
　前記制御部は、前記ファンクションキーが入力される度に、前記設定項目の選択を切り
換える、
請求項１に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項３】
　前記設定項目表示領域において、選択中の前記設定項目に係る前記設定項目情報が色彩
の反転若しくは変更、拡大表示、及び／又は点滅表示により強調表示される、
請求項１又は２に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項４】
　前記ファンクションキーは、前記設定項目表示領域の近傍に位置する、
請求項１から３のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項５】
　前記物理キーは、前記ファンクションキーとは別に配置される設定状態変更キー（５３
）をさらに含み、
　前記制御部は、前記設定状態変更キーの入力に応じて選択中の前記設定項目に関する数
値の増減、段階の変更又はモードの変更を行う、
請求項１から４のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項６】
　前記制御部は、前記ファンクションキーの入力に基づき、前記設定状態表示領域におい
て表示される前記設定項目の設定状態に係る情報を変更する、
請求項１から５のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項７】
　前記設定項目表示領域においては、設定可能な前記設定項目の数よりも少ない数の前記
設定項目情報が表示され、
　前記表示部においては、前記設定項目表示領域に表示されない前記設定項目情報である
非表示設定項目情報（ｔａ５、ｔａ１）の存在を示す非表示設定項目特定情報（ＩＣ１、
ＩＣ２）が表示される、
請求項１から６のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項８】
　前記設定項目表示領域においては、前記設定項目情報が複数表示され、
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　前記非表示設定項目特定情報は、前記設定項目表示領域の長手方向の一端近傍に表示さ
れる前記設定項目情報の周囲に表示され、
　前記設定項目表示領域において前記非表示設定項目情報が表示される際には、前記設定
項目表示領域の長手方向の他端近傍に表示される前記設定項目情報が非表示となる、
請求項７に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項９】
　前記制御部は、通信ネットワーク（ＮＷ１）で接続された管理装置（９０）から送信さ
れた所定の信号を受信することで、前記表示部において表示される各種情報の表示態様を
切り換える、
請求項１から８のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項１０】
　前記制御部は、通信ネットワーク（ＮＷ１）で接続された管理装置（９０）から送信さ
れた所定の信号を受信することで、前記ファンクションキーによって選択可能な前記設定
項目を限定する、
請求項１から８のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和装置やヒートポンプ装置のリモートコントロール装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和装置やヒートポンプ装置等の運転状態を切り換えるリモートコントロー
ル装置が広く普及している。係るリモートコントロール装置には、入力手段である物理キ
ーとして、機能が固定的に割り当てられている固定キー、及び割り当てられる機能が状況
に応じて変動するファンクションキーを有するものがある。例えば、特許文献１（特開２
００９－２２９００９号公報）には、複数の固定キー及びファンクションキーを有するエ
アコンのリモートコントロール装置が開示されている。
【０００３】
　ここで、ファンクションキーは状況に応じて割り当てられる機能が変化するため、割り
当てられている機能を判別するための情報を、キートップやケーシング表面において印字
又は貼付する等して操作者に対し固定的に示すことは困難である。この点、特許文献１の
リモートコントロール装置では、各ファンクションキーに割り当てられている機能をユー
ザが容易に判別可能とすべく、ディスプレイにおいて、設定可能な複数の設定項目に係る
情報を表示する設定項目表示領域をファンクションキーの直上に配置し、係る設定項目表
示領域において各ファンクションキーに割り当てられている機能の情報を表示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、年齢や国籍に関わり無く幅広く使用される空気調和装置やヒートポンプ装置
等のリモートコントロール装置においては、ユーザビリティを向上させるべく、操作方法
を極力簡潔にすることが望ましい。しかし、特許文献１のリモートコントロール装置にお
いては、ファンクションキーを含む物理キーの数が（具体的には８個と）少なくはなく、
操作者によって操作が煩雑となる可能性も小さくはない。
【０００５】
　また、空気調和装置やヒートポンプ装置のリモートコントロール装置においては、デザ
イン性及びコンパクト性向上の観点から、ファンクションキーを含む物理キーの数は少な
いほうが好ましい。この点、特許文献１のように、ファンクションキーを含む物理キーが
多くなると、デザイン性の自由度が狭まるとともに、リモートコントロール装置のサイズ
が大きくなってしまう。
【０００６】
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　そこで本発明の課題は、ユーザビリティ、デザイン性及びコンパクト性に優れたリモー
トコントロール装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１観点に係るリモートコントロール装置は、空気調和装置又はヒートポンプ
装置のリモートコントロール装置であって、表示部と、複数の物理キーと、制御部と、を
備える。表示部は、各種情報を表示する。物理キーは、各種設定に係るコマンドを入力さ
れる。制御部は、表示部の動作を制御する。制御部は、物理キーに入力されたコマンドに
応じて各種処理を実行する。表示部は、設定項目表示領域と、設定状態表示領域と、を含
む。設定項目表示領域は、設定項目情報を表示する領域である。設定項目情報は、設定可
能な設定項目に係る情報である。設定状態表示領域は、設定項目の設定状態に係る情報を
表示する領域である。物理キーは、ファンクションキーを含む。ファンクションキーは、
状況に応じて割り当てられる機能が切り換わる。制御部は、ファンクションキーの入力に
応じて、設定を行う設定項目を順次選択する。制御部は、選択した設定項目に係る設定項
目情報を表示部に表示させる。ファンクションキーの数は、設定項目表示領域において表
示される設定項目情報の数よりも少ない。
【０００８】
　本発明の第１観点に係るリモートコントロール装置では、制御部は、ファンクションキ
ーの入力に応じて設定を行う設定項目を順次選択し、ファンクションキーの数は、設定項
目表示領域において表示される設定項目情報の数よりも少ない。これにより、表示される
設定項目情報（設定項目）の数よりも少ないファンクションキーの入力に基づき、設定に
係る設定項目が順次選択され設定項目情報として表示部において表示される。このことか
ら、操作者が、表示される設定項目情報（設定項目）の数よりも少ないファンクションキ
ーのみで各種設定を行うことが可能となる。つまり、操作者が、従来よりも数が少ない物
理キーによって従来と同一の設定を行うことが可能である。このため、リモートコントロ
ール装置を構成する物理キーの数を従来と比較して少なくすることが可能となる。その結
果として、操作者に対し簡潔な操作方法を提供することが可能となる。また、リモートコ
ントロール装置のデザイン性の自由度が狭まること、及びリモートコントロール装置のサ
イズが大きくなることが抑制される。したがって、ユーザビリティ、デザイン性及びコン
パクト性を向上しうる。
【０００９】
　なお、ここでの「空気調和装置」又は「ヒートポンプ装置」には、冷媒回路を有するエ
アコン、除湿機、給湯器及び冷水機や、換気装置及び空気清浄機等が含まれる。
【００１０】
　また、ここでの「設定項目」とは、「空気調和装置」又は「ヒートポンプ装置」の動作
状態を切り換えるための設定に係る項目である。「設定項目」には、例えば、運転モード
、設定温度、設定風量、設定風向、及びタイマー設定等が含まれる。
【００１１】
　本発明の第２観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点に係るリモートコント
ロール装置であって、制御部は、ファンクションキーが入力される度に、設定項目の選択
を切り換える。
【００１２】
　これにより、ファンクションキーの入力の都度、選択中の設定項目が切り換わる。すな
わち、操作者がファンクションキーを入力する度に、設定に係る設定項目及び表示される
設定項目情報が順次切り換わる。このことから、必要最低限の物理キーによって従来と同
一の設定を行うことが可能となる。よって、リモートコントロール装置を構成する物理キ
ーの数を従来と比較して特に少なくすることが可能となる。したがって、ユーザビリティ
、デザイン性及びコンパクト性をさらに向上しうる。
【００１３】
　本発明の第３観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点又は第２観点に係るリ
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モートコントロール装置であって、設定項目表示領域において、選択中の設定項目に係る
設定項目情報が色彩の反転若しくは変更、拡大表示、及び／又は点滅表示により強調表示
される。
【００１４】
　これにより、選択中の設定項目に係る設定項目情報が、設定項目表示領域において強調
表示される。その結果、操作者が、選択中の設定項目を容易に判別可能となる。特に、設
定項目表示領域において複数の設定項目情報が表示される場合であっても、操作者が、選
択中の設定項目（設定項目情報）を容易に判別可能となる。よって、ユーザビリティがさ
らに向上する。
【００１５】
　本発明の第４観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点から第３観点のいずれ
かに係るリモートコントロール装置であって、ファンクションキーは、設定項目表示領域
の近傍に位置する。
【００１６】
　これにより、操作者がファンクションキーを操作しながら設定項目表示領域を容易に視
認可能となる。このことから、操作者がファンクションキーの操作を行いながら選択中の
設定項目（設定項目情報）を容易に識別可能となる。よって、ユーザビリティがさらに向
上する。
【００１７】
　なお、ここでの「設定項目表示領域の近傍」は、設定状態表示領域よりも設定項目表示
領域に近い部分を指し、例えば設定項目表示領域の直上、直下を含む周囲部分である。ま
た、例えば設定項目表示領域が表示部の左右一方に偏って設けられる場合は、「設定項目
表示領域の近傍」は、設定項目表示領域の直左や直右を含む周囲部分である。
【００１８】
　本発明の第５観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点から第４観点のいずれ
かに係るリモートコントロール装置であって、物理キーは、設定状態変更キーをさらに含
む。設定状態変更キーは、ファンクションキーとは別に配置される。制御部は、設定状態
変更キーの入力に応じて、選択中の設定項目に関する数値の増減、段階の変更又はモード
の変更を行う。
【００１９】
　これにより、必要最低限の固定キーにより、選択中の設定項目の設定状態の変更を行う
ことが容易に可能となる。すなわち、必要最低限の物理キーによって従来と同一の設定を
行うことが可能である。その結果、リモートコントロール装置を構成するうえで、物理キ
ーの数を従来と比較して特に少なくすることが可能となる。よって、ユーザビリティ、デ
ザイン性及びコンパクト性をさらに向上しうる。
【００２０】
　本発明の第６観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点から第５観点のいずれ
かに係るリモートコントロール装置であって、制御部は、ファンクションキーの入力に基
づき、設定状態表示領域において表示される設定項目の設定状態に係る情報を変更する。
【００２１】
　これにより、必要最低限の物理キーにより、設定項目の設定状態の変更を行うことが容
易に可能となる。すなわち、必要最低限の物理キーによって従来と同一の設定を行うこと
が可能である。その結果、リモートコントロール装置を構成するうえで、物理キーの数を
従来と比較して特に少なくすることが可能となる。よって、ユーザビリティ、デザイン性
及びコンパクト性をさらに向上しうる。
【００２２】
　本発明の第７観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点から第６観点のいずれ
かに係るリモートコントロール装置であって、設定項目表示領域においては、設定可能な
設定項目の数よりも少ない数の設定項目情報が表示される。表示部においては、非表示設
定項目特定情報が表示される。非表示設定項目特定情報は、非表示設定項目情報の存在を
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示す情報である。非表示設定項目情報は、設定項目表示領域に表示されない設定項目情報
である。
【００２３】
　これにより、表示される設定項目情報の数が設定可能な設定項目の数よりも少ない場合
であっても、操作者が非表示設定項目情報の存在を把握しやすくなる。その結果、操作性
がさらに向上し、ユーザビリティがさらに向上する。
【００２４】
　本発明の第８観点に係るリモートコントロール装置は、第７観点に係るリモートコント
ロール装置であって、設定項目表示領域においては、設定項目情報が複数表示される。非
表示設定項目特定情報は、設定項目表示領域の長手方向の一端近傍に表示される設定項目
情報の周囲に表示される。設定項目表示領域において非表示設定項目情報が表示される際
には、設定項目表示領域の長手方向の他端近傍に表示される設定項目情報が非表示となる
。
【００２５】
　これにより、表示される設定項目情報の数が設定可能な設定項目の数よりも少ない場合
であっても、操作者が非表示設定項目情報を特定しやすくなる。その結果、操作性がさら
に向上し、ユーザビリティがさらに向上する。
【００２６】
　本発明の第９観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点から第８観点のいずれ
かに係るリモートコントロール装置であって、制御部は、管理装置から送信された所定の
信号を受信することで、表示部において表示される各種情報の表示態様を切り換える。制
御部は、管理装置と通信ネットワークで接続される。
【００２７】
　これにより、表示部において操作者の特性に応じた表示態様で情報を表示させることが
可能となる。その結果、操作者の視認性及び操作性に配慮した表示をリアルタイム且つ任
意に行うことが可能となり、ユーザビリティ及び汎用性をさらに向上しうる。例えば、ホ
テル等の宿泊施設やレンタルルーム等、利用者が一時的に滞在する空間（すなわち、利用
者と管理者が一致しない空間）に設置される際に、利用者の属性に応じて表示態様を変更
することが可能となる。また、複数国で実施される際に、表示言語の切換えを容易且つ柔
軟に行うことが可能となる。
【００２８】
　本発明の第１０観点に係るリモートコントロール装置は、第１観点から第８観点のいず
れかに係るリモートコントロール装置であって、制御部は、管理装置から送信された所定
の信号を受信することで、ファンクションキーによって選択可能な設定項目を限定する。
制御部は、管理装置と通信ネットワークで接続される。
【００２９】
　これにより、管理者が、操作者に対して設定されることを望まない設定項目については
操作者によって設定されないように、設定可能な設定項目を操作者に応じて限定すること
が可能となる。すなわち、管理者が、操作者に対する操作内容を制限することが可能とな
る。その結果、管理性及びセキュリティ性を向上しうる。例えば、ホテル等の宿泊施設や
レンタルルーム等、利用者が一時的に滞在する空間（すなわち、利用者と管理者が一致し
ない空間）に設置される際に、利用者の操作を任意に制限することが可能となる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の第１観点に係るリモートコントロール装置では、操作者が、表示される設定項
目情報（設定項目）の数よりも少ないファンクションキーのみで各種設定を行うことが可
能となる。つまり、操作者が、従来よりも数が少ない物理キーによって従来と同一の設定
を行うことが可能となる。このため、リモートコントロール装置を構成する物理キーの数
を従来と比較して少なくすることが可能となる。その結果として、操作者に対し簡潔な操
作方法を提供することが可能となる。また、リモートコントロール装置のデザイン性の自
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由度が狭まること、及びリモートコントロール装置のサイズが大きくなることが抑制され
る。したがって、ユーザビリティ、デザイン性及びコンパクト性を向上しうる。
【００３１】
　本発明の第２観点に係るリモートコントロール装置では、ユーザビリティ、デザイン性
及びコンパクト性をさらに向上しうる。
【００３２】
　本発明の第３観点及び第４観点に係るリモートコントロール装置では、ユーザビリティ
がさらに向上する。
【００３３】
　本発明の第５観点及び第６観点に係るリモートコントロール装置では、ユーザビリティ
、デザイン性及びコンパクト性をさらに向上しうる。
【００３４】
　本発明の第７観点及び第８観点に係るリモートコントロール装置では、ユーザビリティ
がさらに向上する。
【００３５】
　本発明の第９観点に係るリモートコントロール装置では、ユーザビリティ及び汎用性を
さらに向上しうる。
【００３６】
　本発明の第１０観点に係るリモートコントロール装置では、管理性及びセキュリティ性
を向上しうる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の一実施形態に係るリモコンを適用されたエアコンの概略構成図。
【図２】エアコンにおいて構成されるネットワークについて模式的に示したブロック図。
【図３】正面視（使用時）におけるリモコンの外観図。
【図４】リモコンの概略構成を模式的に示したブロック図。
【図５】液晶表示部において表示される画面の一例を示した模式図。
【図６】待受けテーブルの一例を示した模式図。
【図７】設定温度切換テーブルの一例を示した模式図。
【図８】設定温度切換モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模式
図。
【図９】設定温度切換モード時において液晶表示部に表示される画像の他の一例を示した
模式図。
【図１０】運転モード切換テーブルの一例を示した模式図。
【図１１】運転切換モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模式図
。
【図１２】運転モードテーブルの一例を示した模式図。
【図１３】運転切換モード時において液晶表示部に表示される画像の他の一例を示した模
式図。
【図１４】風量切換テーブルの一例を示した模式図。
【図１５】風量切換モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模式図
。
【図１６】風量テーブルの一例を示した模式図。
【図１７】風量切換モード時において液晶表示部に表示される画像の他の一例を示した模
式図。
【図１８】風向切換テーブルの一例を示した模式図。
【図１９】風向切換モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模式図
。
【図２０】風向テーブルの一例を示した模式図。
【図２１】風向切換モード時において液晶表示部に表示される画像の他の一例を示した模
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式図。
【図２２】メニュー設定表示テーブルの一例を示した模式図。
【図２３】メニュー設定切換モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示し
た模式図。
【図２４】メニューテーブルの一例を示した模式図。
【図２５】エコ全自動設定選択テーブルの一例を示した模式図。
【図２６】エコ全自動設定選択モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示
した模式図。
【図２７】エコ全自動設定テーブルの一例を示した模式図。
【図２８】エコ全自動設定モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した
模式図。
【図２９】言語設定選択テーブルの一例を示した模式図。
【図３０】言語設定選択モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模
式図。
【図３１】言語設定テーブルの一例を示した模式図。
【図３２】言語設定モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模式図
。
【図３３】日本語設定テーブルの一例を示した模式図。
【図３４】日本語設定モード時において液晶表示部に表示される画像の一例を示した模式
図。
【図３５】リモコン制御部の制御モードが遷移する流れの一例を示したフローチャート。
【図３６】リモコン制御部の制御モードが遷移する流れの一例を示したフローチャート。
【図３７】リモコン制御部の制御モードが遷移する流れの一例を示したフローチャート。
【図３８】待受けモード時に液晶表示部において表示される画像の一例を示した模式図。
【図３９】待受けモード時に液晶表示部において表示される画像の他の一例を示した模式
図。
【図４０】待受けモード時に液晶表示部において表示される画像の他の一例を示した模式
図。
【図４１】待受けモード時に液晶表示部において表示される画像の他の一例を示した模式
図。
【図４２】設定可能な設定項目が制限される場合において液晶表示部に表示される画像の
一例を示した模式図。
【図４３】設定可能な設定項目が制限される場合において液晶表示部に表示される画像の
他の一例を示した模式図。
【図４４】運転切換モード時に選択可能な運転モードの種別を液晶表示部において一覧表
示させる場合の一例を示した模式図。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、図面を参照しながら、本発明の一実施形態に係るリモートコントロール装置（以
下、リモコンと記載）３０について説明する。なお、以下の実施形態は、本発明の具体例
であって、本発明の技術的範囲を限定するものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で
適宜変更が可能である。また、以下の実施形態において、上、下、左又は右といった方向
は、図３に示す方向を意味する。
【００３９】
　（１）エアコン１００
　図１は、リモコン３０を適用されたエアコン１００（空気調和装置、ヒートポンプ装置
）の概略構成図である。図２は、エアコン１００において構成されるネットワーク１１０
について模式的に示したブロック図である。
【００４０】
　エアコン１００は、冷媒回路を有しており、蒸気圧縮方式の冷凍サイクル運転を行うこ
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とで対象空間の空気調和を実現する。エアコン１００は、運転モードとして、冷房モード
、暖房モード及び除湿モード等を有しており、選択された運転モードに応じて冷房運転、
暖房運転又は除湿運転等を行う。
【００４１】
　エアコン１００は、主として、室外ユニット１０と、室内ユニット２０と、リモコン３
０と、を備えている。エアコン１００においては、室外ユニット１０と、室内ユニット２
０と、がガス連絡管ＧＰ及び液連絡管ＬＰにより接続されることで冷媒回路が構成されて
いる。
【００４２】
　また、エアコン１００においては、室外ユニット１０と室内ユニット２０とがケーブル
ｃｂ１で接続され、室内ユニット２０とリモコン３０とがケーブルｃｂ２で接続されるこ
とで、ネットワーク１１０が構成されている（図２参照）。また、エアコン１００におい
ては、リモコン３０がケーブルｃｂ３を介して通信ネットワークＮＷ１に接続されること
で、管理サーバ９０と通信可能に構成されている。通信ネットワークＮＷ１は、ＬＡＮ（
Local Area Network）及び／又はＷＡＮ（Wide Area Network）である。
【００４３】
　管理サーバ９０は、エアコン１００の動作を統括的に管理する集中管理装置として機能
するコンピュータである。管理サーバ９０は、エアコン１００が設置される対象空間から
離れた集中管理室や管理センターに設置されている。管理サーバ９０から、通信ネットワ
ークＮＷ１を介して各種コマンドを送信することにより、室外ユニット１０、室内ユニッ
ト２０及びリモコン３０の動作を制御可能である。
【００４４】
　エアコン１００は、リモコン３０又は管理サーバ９０にコマンドを入力されることで、
各設定項目の状態を切り換えられる。エアコン１００の設定項目としては、例えば運転モ
ード、設定温度、設定風量、設定風向、及びメニュー設定項目（エコ全自動設定、タイマ
ー設定、及び言語設定）等が含まれる。
【００４５】
　（２）リモコン３０
　図３は、正面視（使用時）におけるリモコン３０の外観図である。図４は、リモコン３
０の概略構成を模式的に示したブロック図である。
【００４６】
　リモコン３０は、例えば対象空間内（室内）の側壁等に固定される。リモコン３０は、
ユーザがエアコン１００の運転状態を切り換えるための各種指示を入力する入力装置とし
て機能する。より詳細には、リモコン３０は、ユーザが、エアコン１００の各設定項目（
例えば運転モード、設定温度、設定風量、風向又はメニュー設定項目等）を切り換えるた
めのコマンドを、エアコン１００に入力するためのインターフェースとして機能する。ま
た、リモコン３０は、エアコン１００の運転状態を表示する表示装置としても機能する。
【００４７】
　本実施形態において、リモコン３０は、いわゆる有線式のリモートコントロール装置で
あって、ケーブルｃｂ２を介して室内ユニット制御部２２と接続されている。また、リモ
コン３０は、ケーブルｃｂ３を介して通信ネットワークＮＷ１と接続されており、通信ネ
ットワークＮＷ１を介して管理サーバ９０と通信可能に接続されている。なお、室内ユニ
ット制御部２２（図１参照）は、ＣＰＵやメモリ等で構成されるマイクロコンピュータで
あり、室内ユニット２０の各アクチュエータの動作を制御する。
【００４８】
　リモコン３０は、その外郭を構成するケーシング４０を有している。また、ケーシング
４０の内部において、入力手段としての物理キー５０と、表示手段としての液晶表示部６
０（表示部）と、通信部６８と、リモコン制御部７０と、を有している。
【００４９】
　（２－１）ケーシング４０
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　ケーシング４０は、例えば合成樹脂製の薄型の筐体であり、正面視（使用時）において
略矩形を呈している。ケーシング４０は、その一方主面の中央部分において、液晶表示部
６０を露出させる中央開口部４１を形成されている。また、ケーシング４０は、中央開口
部４１の上部において、発停切換キー５１（後述）のキートップを露出させる上開口部４
２を形成されている。また、ケーシング４０は、中央開口部４１の直下において、ファン
クションキー５２（後述）のキートップを露出させる第１開口部４３及び第２開口部４４
が形成されている。また、ケーシング４０は、中央開口部４１の右側近傍において、変更
キー５３（後述）のキートップを露出させる第３開口部４５及び第４開口部４６が形成さ
れている。
【００５０】
　（２－２）物理キー５０
　物理キー５０は、ユーザが押下することによりコマンドを入力するプッシュ式ボタンで
ある。物理キー５０は、例えば合成樹脂製のキートップを有しており、当該キートップが
、ケーシング４０に形成された各開口部（４２－４６）から露出している。物理キー５０
は、主として、発停切換キー５１と、複数（ここでは２つ）のファンクションキー５２と
、複数（ここでは２つ）の変更キー５３と、を含んでいる。
【００５１】
　発停切換キー５１は、主として、エアコン１００の運転を開始させるコマンド、及び運
転を停止させるコマンドを入力するためのボタンである。発停切換キー５１は、上開口部
４２から露出する物理キー５０であり、液晶表示部６０の上側に配置されている。
【００５２】
　リモコン３０は、ファンクションキー５２として、第１ファンクションキー５２ａ（以
下、「Ｆ１キー５２ａ」と記載）、及び第２ファンクションキー５２ｂ（以下、「Ｆ２キ
ー５２ｂ」と記載）を有している。ここでは、Ｆ１キー５２ａ及びＦ２キー５２ｂは、左
右方向に並ぶように配置されている。Ｆ１キー５２ａは、第１開口部４３から露出する物
理キー５０であり、Ｆ２キー５２ｂの左側に配置されている。Ｆ２キー５２ｂは、第２開
口部４４から露出する物理キー５０であり、Ｆ１キー５２ａの右側に配置されている。
【００５３】
　各ファンクションキー５２は、状況に応じて割り当てられる機能が変動し、エアコン１
００の各設定を行う際に汎用的に利用される。例えば、ファンクションキー５２は、設定
を行う設定項目を選択する際に利用される設定項目選択キー（設定項目切換キー）として
機能する。これに関連して、ファンクションキー５２のキートップには、設定項目の選択
（切換）時におけるファンクションキー５２の入力に基づき、選択に係る移動方向と一致
するオブジェクト（左矢印又は右矢印に相当する記号）が印字されている。より詳細には
、設定項目の選択時にはＦ１キー５２ａの入力に基づき、左方向に移動して選択を行うこ
とから、Ｆ１キー５２ａのキートップには左矢印に相当する記号が印字されている。また
、設定項目の選択時にはＦ２キー５２ｂの入力に基づき、右方向に移動して選択を行うこ
とから、Ｆ２キー５２ｂのキートップには右矢印に相当する記号が印字されている。
【００５４】
　また、ファンクションキー５２は、状況に応じて、設定項目の設定中において設定内容
を決定する決定キー、キャンセルするキャンセルキー、設定項目を非設定状態に切り換え
る非設定キー、又は設定項目を設定状態に切り換える設定キーとして機能する。
【００５５】
　変更キー５３（設定状態変更キー）には、各設定項目の設定状態を切り換える際に利用
され、設定状態を切換える際に使用される。リモコン３０は、変更キー５３として、第１
変更キー５３ａ及び第２変更キー５３ｂを有している。ここでは、第１変更キー５３ａ及
び第２変更キー５３ｂは、上下方向に並ぶように配置されている。第１変更キー５３ａは
、第３開口部４５から露出する物理キー５０であり、第２変更キー５３ｂの上側に配置さ
れている。第２変更キー５３ｂは、第４開口部４６から露出する物理キー５０であり、第
１変更キー５３ａの下側に配置されている。
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【００５６】
　本実施形態において変更キー５３は、固定の機能（各設定項目の数値、種別、段階、レ
ベルを変更する状態変更機能）を割り当てられている。これに関連して、変更キー５３の
キートップには、設定項目の状態の変更時における入力に基づく移動方向と一致するオブ
ジェクト（上矢印又は下矢印に相当する記号）が印字されている。本実施形態において、
変更キー５３は、状況に応じて割り当てられる機能が変動しない固定キーに相当する。
【００５７】
　物理キー５０は、押下されると、所定の入力信号をリモコン制御部７０に出力する。具
体的には、発停切換キー５１は、押下されると、発停切換信号をリモコン制御部７０に出
力する。また、Ｆ１キー５２ａは押下されるとＦ１入力信号を、Ｆ２キー５２ｂは押下さ
れるとＦ２入力信号を、リモコン制御部７０に出力する。また、第１変更キー５３ａは押
下されると第１変更入力信号を、第２変更キー５３ｂは押下されると第１変更入力信号を
、リモコン制御部７０に出力する。
【００５８】
　（２－３）液晶表示部６０
　本実施形態において、液晶表示部６０は、フルドットマトリクス液晶表示パネルと、３
原色ＬＥＤバックライトと、を有している（図示省略）。液晶表示部６０は、出力を変更
することで、バックライトの輝度を強・弱の２段階で切り換えることが可能である。
【００５９】
　液晶表示部６０は、リモコン制御部７０から所定の駆動電圧を供給されることで、指定
される輝度でバックライトを点灯又は点滅させるとともに、指定される領域において所定
の画像を表示する。また、液晶表示部６０は、リモコン制御部７０から出力された駆動電
圧の供給を停止されることで、表示を停止する。
【００６０】
　図５は、液晶表示部６０において表示される画面の一例を示した模式図である（図５に
おいては、後述する待受けモード時における表示例が示されている）。液晶表示部６０は
、複数（ここでは主に４つ）の表示領域を含んでいる。具体的には、液晶表示部６０は、
第１表示領域６１と、第２表示領域６２と、第３表示領域６３と、第４表示領域６４と、
を含んでいる。各表示領域は、正面視において、第１表示領域６１、第４表示領域６４、
第２表示領域６２、第３表示領域６３の順に下方向へ配置されている。より詳細には、第
３表示領域６３は、各ファンクションキー５２の直上近傍に位置している。また、第４表
示領域６４は、各変更キー５３の左に隣接して配置されている。
【００６１】
　第１表示領域６１及び第２表示領域６２は、操作者や利用者等の視認者に対して利便的
な案内情報やエアコン１００の保守や異常等に関して報知を要する報知情報を表示するた
めの領域である。図５では、第１表示領域６１において、エアコン１００（室内ユニット
２０）が設置されている対象空間を特定するテキスト情報「会議室１」を含む設置場所情
報が表示される様子が示されている。また、図５では、第２表示領域６２において、室内
ユニット２０のフィルタの交換を促すテキスト情報「フィルタサイン」を含むフィルタサ
イン情報が表示される様子が示されている。
【００６２】
　第３表示領域６３（設定項目表示領域）は、例えば、操作者が設定可能な設定項目に係
る情報である設定項目タブｔａ（設定項目情報）や、各ファンクションキー５２に割り当
てられる機能に係る情報（機能タブ）を表示する領域である。図５では、左右方向に延び
る（すなわち、長手方向が左右方向である）第３表示領域６３において、複数（４つ）の
設定項目タブｔａ（具体的には、設定温度を示すテキスト情報「温度」を含む設定温度タ
ブｔａ１、運転モードを示すテキスト情報「モード」を含む運転モードタブｔａ２、設定
風量を示すテキスト情報「風量」を含む設定風量タブｔａ３、設定風向を示すテキスト情
報「風向」を含む設定風向タブｔａ４）が左右方向に並べて表示されている。
【００６３】
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　ここで、第３表示領域６３は、より詳細には、制御プログラムにおいて予め規定される
複数（ここでは６つ）の領域にさらに分けられ、各領域において所定の情報を表示する。
具体的に、第３表示領域６３は、第１領域６３ａ、第２領域６３ｂ、第３領域６３ｃ、第
４領域６３ｄ、第５領域６３ｅ及び第６領域６３ｆに分けられ、係る順に左から右方向へ
並んでいる。図５では、第１領域６３ａには情報が表示されておらず、第２領域６３ｂに
おいて設定温度タブｔａ１が表示され、第３領域６３ｃにおいて運転モードタブｔａ２が
表示され、第４領域６３ｄにおいて設定風量タブｔａ３が表示され、第５領域６３ｅにお
いて設定風向タブｔａ４が表示され、第６領域６３ｆにおいて次に更なる設定項目タブｔ
ａが隠れていることを示す略三角形（上下及び右に頂点を有する三角形）のアイコン（右
アイコンＩＣ１）が表示されている。
【００６４】
　第４表示領域６４（設定状態表示領域）は、例えば、各設定項目の設定状態、外気温や
室温に係る状態、及び設定状態の切換時に切換内容等に係る情報を表示する領域である。
図５では、第４表示領域６４において、複数（６つ）の情報が表示される様子が示されて
いる。具体的には、図５においては、設定されている設定風量のレベルを示す図形を含む
情報（設定風量情報）、設定されている設定風向の状態を示す図形を含む（設定風向情報
）、設定されている運転モードを示すテキスト情報「冷房」を含む運転モード情報、設定
されている設定温度の値を示すテキスト情報「設定温度２６」を含む設定温度情報、外気
温の状態を示すテキスト情報「外気温３０」を含む外気温情報、及び室温の状態を示すテ
キスト情報「室温２８」を含む室温情報が、第４表示領域６４に表示されている。
【００６５】
　ここで、第４表示領域６４は、より詳細には、制御プログラムにおいて予め規定される
複数（ここでは６つ）の領域に分けられ、各領域において所定の情報を表示する。具体的
に、第４表示領域６４は、第１１領域６４ａ、第１２領域６４ｂ、第１３領域６４ｃ、第
１４領域６４ｄ、第１５領域６４ｅ及び第１６領域６４ｆに分けられる。
【００６６】
　第１１領域６４ａは第４表示領域６４において左最上部に位置し、図５では、設定され
ている設定風量のレベルを示す図形（アイコン）が設定風量情報として第１１領域６４ａ
に表示されている。第１２領域６４ｂは第４表示領域６４において右最上部に位置し、図
５では、設定されている設定風向の状態を示す図形（アイコン）が設定風向情報として第
１２領域６４ｂに表示されている。第１３領域６４ｃは第４表示領域６４において第１１
領域６４ａと第１２領域６４ｂの間に位置し、図５ではテキスト情報「冷房」が、運転モ
ード情報として第１３領域６４ｃに表示されている。
【００６７】
　第１４領域６４ｄは第４表示領域６４において第１３領域６４ｃの下方に位置し、図５
では設定されている設定温度の状態を示すテキスト情報「設定温度２６」が、設定温度情
報として第１４領域６４ｄに表示されている。第１５領域６４ｅは第４表示領域６４にお
いて左最下部に位置し、図５では外気温の状態を示すテキスト情報「外気温３０」が、外
気温情報として第１５領域６４ｅに表示されている。第１６領域６４ｆは第４表示領域６
４において右最下部に位置し、図５では室温の状態を示すテキスト情報「室温２８」が、
室温情報として第１５領域６４ｅに表示されている。
【００６８】
　（２－４）通信部６８
　通信部６８は、室内ユニット制御部２２及び管理サーバ９０から信号を受信する信号受
信回路と、室内ユニット制御部２２及び管理サーバ９０に対して信号を送信する信号送信
回路と、を含む通信モジュールである。
【００６９】
　（２－５）リモコン制御部７０
　リモコン制御部７０は、ＣＰＵやメモリ等で構成されるマイクロコンピュータである。
リモコン制御部７０は、ケーブルｃｂ２を介して室内ユニット制御部２２と接続されてい
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る。また、リモコン制御部７０は、図示しない電力供給配線を介して電源部（図示省略）
から電力の供給を受ける。また、リモコン制御部７０は、配線パターンを介して、発停切
換キー５１、Ｆ１キー５２ａ、Ｆ２キー５２ｂ、第１変更キー５３ａ、及び第２変更キー
５３ｂと電気的に接続されている。
【００７０】
　リモコン制御部７０は、複数の制御モードを有している。具体的に、リモコン制御部７
０は、制御モードとして、待受けモード、設定温度切換モード、運転切換モード、風量切
換モード、風向切換モード、及びメニュー設定切換モード等）を有している。リモコン制
御部７０は、状況に応じて所定の制御モードに遷移し、対応する処理を実行する。
【００７１】
　リモコン制御部７０は、主として、第１記憶部７０１と、第２記憶部７０２と、第３記
憶部７０３と、第４記憶部７０４と、第５記憶部７０５と、第６記憶部７０６と、通信制
御部７０７と、入力制御部７０８と、表示制御部７０９と、モード切換制御部７１０と、
を含んでいる（図４参照）。
【００７２】
　（２－５－１）第１記憶部７０１
　第１記憶部７０１は、リモコン制御部７０内の各部の処理を定義した制御プログラムを
保持している。制御プログラムにおいては、液晶表示部６０における各表示領域（第１表
示領域６１－第４表示領域６４）に関して、座標の範囲が定義されている。第１記憶部７
０１に格納されている制御プログラムは、管理サーバ９０等の外部装置を介して変更が可
能である。すなわち、第１記憶部７０１に格納されている制御プログラムは、管理者が必
要に応じて管理サーバ９０に所定の更新コマンドを入力し、係る更新コマンド（更新信号
）が通信ネットワークＮＷ１を介してリモコン３０に送信されることにより、更新される
。
【００７３】
　（２－５－２）第２記憶部７０２
　第２記憶部７０２は、リモコン３０がいずれの制御モードに遷移しているかを特定する
制御モード判別フラグ７０２ａを含む。制御モード判別フラグ７０２ａは所定のビット数
を含み、遷移している制御モードを特定する。制御モード判別フラグ７０２ａは、モード
切換制御部７１０によって状態を切換えられる。
【００７４】
　（２－５－３）第３記憶部７０３
　第３記憶部７０３は、エアコン１００における各設定項目（運転モード、設定温度、設
定風量、及び設定風向）の設定状態に係る情報（設定温度情報、運転モード情報、設定風
量情報、及び設定風向情報等）、及びエアコン１００におけるメニュー設定項目に係る情
報、エアコン１００に関する付加的情報（設置場所に関する設置場所情報、及びフィルタ
交換を報知するためのフィルタサイン情報等）、室内ユニット制御部２２から送信される
外気温に係る情報（外気温情報）、及び室温に係る情報（室温情報）、を個別に記憶して
いる。第３記憶部７０３において記憶される各情報は、入力制御部７０８によって適宜更
新される。
【００７５】
　（２－５－４）第４記憶部７０４
　第４記憶部７０４には、室外ユニット制御部１２、室内ユニット制御部２２又は管理サ
ーバ９０に対して送信される情報が所定の記憶領域に格納される。なお、室外ユニット制
御部１２（図１参照）は、ＣＰＵやメモリ等で構成されるマイクロコンピュータであり、
室外ユニット１０の各アクチュエータの動作を制御する。
【００７６】
　（２－５－５）第５記憶部７０５
　第５記憶部７０５においては、各部の処理において用いられる複数のテーブルが格納さ
れている。第５記憶部７０５に格納されている各テーブルは、管理サーバ９０等の外部装
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置を介して変更が可能である。すなわち、第５記憶部７０５に格納されている各テーブル
は、管理者が必要に応じて管理サーバ９０に所定の更新コマンドを入力し、係る更新コマ
ンド（更新信号）が通信ネットワークＮＷ１を介してリモコン３０に送信されることによ
り、更新される。
【００７７】
　（２－５－６）第６記憶部７０６
　第６記憶部７０６は、各物理キー５０から出力される発停切換信号、Ｆ１入力信号、Ｆ
２入力信号、第１変更入力信号、及び第２変更入力信号を所定の領域においてそれぞれ記
憶する。より詳細には、第６記憶部７０６には、各信号に対応する信号判別フラグが設け
られている。各信号判別フラグは、入力制御部７０８によって適宜更新される。
【００７８】
　具体的に、第６記憶部７０６には、発停切換信号が入力に応じて状態が変化する発停切
換フラグ７０６ａが設けられている。発停切換フラグ７０６ａは、運転停止状態において
発停切換信号を入力された場合（発停切換キー５１を入力された場合）に立てられる。ま
た、発停切換フラグ７０６ａは、運転状態において発停切換信号を入力された場合にクリ
アされる。
【００７９】
　また、第６記憶部７０６には、Ｆ１入力信号及びＦ２入力信号の入力に応じて状態が変
化するＦキーフラグ７０６ｂが設けられている。Ｆキーフラグ７０６ｂは、所定のビット
数を有しており、Ｆ１入力信号及びＦ２入力信号の入力状態を判別可能な変数Ａを記憶し
ている。変数ＡはＦ１入力信号が入力された場合に１加算され、Ｆ２入力信号が入力され
た場合に－１を加算される。
【００８０】
　また、第６記憶部７０６には、第１変更入力信号及び第２変更入力信号の入力に応じて
状態が変化する変更キーフラグ７０６ｃが設けられている。変更キーフラグ７０６ｃは、
所定のビット数を有しており、第１変更入力信号及び第２変更入力信号の入力状態を判別
可能な変数Ｂを記憶している。変数Ｂは第１変更入力信号が入力された場合に１加算され
、第２変更入力信号が入力された場合に－１を加算される。
【００８１】
　（２－５－７）通信制御部７０７
　通信制御部７０７は、通信部６８を介して室外ユニット制御部１２、室内ユニット制御
部２２及び管理サーバ９０と所定のプロトコルを用いて通信を行う。通信制御部７０７は
、室内ユニット制御部２２及び管理サーバ９０から送信された信号（例えば外気温に係る
情報や室温に係る情報）を第３記憶部７０３の所定の記憶領域に格納する。
【００８２】
　また、通信制御部７０７は、第３記憶部７０３に記憶されている各設定項目の設定状態
に係る情報を、所定のタイミングで室内ユニット制御部２２に対して送信する。ここでは
、通信制御部７０７は、第３記憶部７０３に記憶されているいずれかの設定項目の設定状
態に係る情報が更新されたタイミングで、各設定状態に係る情報を室内ユニット制御部２
２に対して送信する。これにより、室内ユニット制御部２２は、リモコン３０において設
定された各設定項目の設定状態に係る情報を把握可能である。なお、通信制御部７０７は
、第３記憶部７０３に記憶されている各設定項目の設定状態に係る情報を、定期的（例え
ば３ｓｅｃ毎に）室内ユニット制御部２２に対して送信するように構成してもよい。
【００８３】
　（２－５－８）入力制御部７０８
　入力制御部７０８は、受信する発停切換信号、Ｆ１入力信号、Ｆ２入力信号、第１変更
入力信号、第２変更入力信号に基づき、第６記憶部７０６の各フラグ（発停切換フラグ７
０６ａ、Ｆキーフラグ７０６ｂ、及び変更キーフラグ７０６ｃ）を更新する。
【００８４】
　また、入力制御部７０８は、受信した発停切換信号、Ｆ１入力信号、Ｆ２入力信号、第
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１変更入力信号、及び第２変更入力信号のうち、直近の信号を受信してから所定時間が経
過しても更なる信号を受信しない場合には、Ｆキーフラグ７０６ｂの変数Ａ及び変更キー
フラグ７０６ｃの変数Ｂを０に更新する。なお、入力制御部７０８は時間を計測可能に構
成されている。
【００８５】
　また、入力制御部７０８は、第３記憶部７０３において最新の外気温に係る情報又は室
温に係る情報が更新されると、更新内容に基づき、第５記憶部７０５に格納されている待
受けテーブルＴＢ１（後述）を更新する。
【００８６】
　（２－５－９）表示制御部７０９
　表示制御部７０９は、液晶表示部６０の動作を制御する機能部である。表示制御部７０
９は、遷移している制御モードに応じて、液晶表示部６０の動作を制御する。表示制御部
７０９は、液晶表示部６０に対して所定の駆動電圧を供給又は遮断することで液晶表示部
６０の表示状態を制御する。
【００８７】
　（２－５－１０）モード切換制御部７１０
　モード切換制御部７１０は、制御モードの切換を統括制御する機能部である。モード切
換制御部７１０は、第６記憶部７０６に格納されている各フラグ（発停切換フラグ７０６
ａ、Ｆキーフラグ７０６ｂ、及び変更キーフラグ７０６ｃ）の状態に応じて第２記憶部７
０２における制御モード判別フラグ７０２ａの状態を切換えることで、制御モードの切換
を制御する。
【００８８】
　（３）リモコン制御部７０の制御モード
　リモコン制御部７０は、複数の制御モード（具体的には、待受けモード、設定温度切換
モード、運転切換モード、風量切換モード、風向切換モード、及びメニュー設定切換モー
ド等）を有している。リモコン制御部７０は、状況に応じて所定の制御モードに遷移し、
対応する処理を実行する。
【００８９】
　以下、各制御モードについて説明する。
【００９０】
　（３－１）待受けモード
　待受けモードは、待受け時（エアコン１００が運転状態にある場合において、設定変更
に係る操作が行われていない状態にある時）に遷移する制御モードである。具体的に、リ
モコン制御部７０は、発停切換フラグ７０６ａが立てられている場合（すなわち、運転状
態にある場合）であって、Ｆキーフラグ７０６ｂの変数Ａが０の時（すなわち、Ｆ１キー
５２ａの入力が行われていない時）に遷移する。リモコン制御部７０は、待受けモード時
には、第５記憶部７０５に記憶されている待受けテーブルＴＢ１に沿って、第３記憶部７
０３に記憶されている各情報が表示されるように、液晶表示部６０の動作を制御する。
【００９１】
　図６は、待受けテーブルＴＢ１の一例を示した模式図である。待受けテーブルＴＢ１に
は、待受けモード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）において表示する内容
が登録されている。図６に示す待受けテーブルＴＢ１では、液晶表示部６０において図５
に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対応する行において表示内容が個別に
定義されている。また、図６においては図示を省略するが、待受けテーブルＴＢ１におい
ては、各表示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定す
る情報が登録されている。なお、待受けテーブルＴＢ１の内容は、管理サーバ９０等の外
部機器を介して更新が可能である。
【００９２】
　（３－２）設定温度切換モード
　設定温度切換モードは、設定温度の切換時に遷移する制御モードである。具体的に、リ
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モコン制御部７０は、待受けモードに遷移している際にＦキーフラグ７０６ｂの変数Ａの
値が１増加又は１減少した時（すなわち、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂが１回入力
された時）、又は運転切換モードに遷移している際に変数Ａの値が１増加した時（すなわ
ち、Ｆ２キー５２ｂが１回入力された時）に設定温度切換モードに遷移する。
【００９３】
　なお、リモコン３０では、待受けモード時にＦ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂを入力
されることにより設定温度切換モードに遷移することから、Ｆ１キー５２ａ及びＦ２キー
５２ｂは待受けモード時において設定温度切換モードに遷移させる機能（すなわち、設定
に係る設定項目として設定温度を選択する設定項目選択機能又は設定項目切換機能）を割
り当てられているといえる。
【００９４】
　また、リモコン３０では、運転切換モード時にＦ１キー５２ａを入力されることにより
設定温度切換モードに遷移することから、Ｆ１キー５２ａは運転切換モード時において設
定温度切換モードに遷移させる機能を割り当てられているといえる。
【００９５】
　リモコン制御部７０は、設定温度切換モード時には、第５記憶部７０５に記憶されてい
る設定温度切換テーブルＴＢ２に沿って、第３記憶部７０３に記憶されている各情報が表
示されるように、液晶表示部６０の動作を制御する。
【００９６】
　図７は、設定温度切換テーブルＴＢ２の一例を示した模式図である。設定温度切換テー
ブルＴＢ２には、設定温度切換モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）に
おける表示する内容が登録されている。図７に示す設定温度切換テーブルＴＢ２では、液
晶表示部６０において図８に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対応する行
において表示内容が個別に定義されている。
【００９７】
　また、設定温度切換テーブルＴＢ２においては、各表示領域における表示内容に加えて
、各表示情報に関して強調表示を行うか否かを判別する情報（強調表示情報）が定義され
ている。例えば、図７に示す設定温度切換テーブルＴＢ２においては、第２領域６３ｂに
おける設定温度タブｔａ１が強調表示されるべく第２領域６３ｂに対応する行において強
調表示情報が定義されている。
【００９８】
　また、図７においては図示を省略するが、設定温度切換テーブルＴＢ２においては、各
表示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情報が
登録されている。なお、設定温度切換テーブルＴＢ２の内容は、管理サーバ９０等の外部
機器を介して更新が可能である。
【００９９】
　図８は、設定温度切換モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示し
た模式図である。図８においては、図７に示す設定温度切換テーブルＴＢ２の内容に沿っ
て、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示され、第２
領域６３ｂに設定温度タブｔａ１が、第３領域６３ｃに運転モードタブｔａ２が、第４領
域６３ｄに設定風量タブｔａ３が、第５領域６３ｅに設定風向タブｔａ４が、第６領域６
３ｆに右アイコンＩＣ１がそれぞれ表示されるとともに、第１４領域６４ｄにテキスト情
報「設定温度　２６」が設定温度情報として表示される様子が示されている。
【０１００】
　なお、図８においては、第２領域６３ｂに表示される設定温度タブｔａ１は、図７に示
す設定温度切換テーブルＴＢ２において強調表示情報が定義されていることに関連して、
待受けモード時の表示とは異なり、反転表示（すなわち、白黒反転される表示）が行われ
ることで強調表示されている。また、図８では、第４表示領域６４に、設定温度情報のみ
が表示されている。このように、第３表示領域６３において設定中の設定項目（設定温度
）に係る設定項目タブｔａが強調表示され、第４表示領域６４において設定中の設定項目
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に係る情報（設定温度情報）のみが表示されることで、操作者は、設定温度切換モード時
において設定温度の設定中であること（すなわち、設定を行う設定項目として設定温度が
選択されていること）を容易に判別可能となっている。
【０１０１】
　設定温度切換モードでは、変更キーフラグ７０６ｃの変数Ｂの値に基づき（すなわち、
変更キー５３の入力に基づき）設定温度が切換えられる。具体的には、設定温度切換モー
ドにおいて変数Ｂの値が１増加すると（すなわち、第１変更キー５３ａを１回入力される
と）、リモコン制御部７０は第３記憶部７０３に記憶されている設定温度の値を１加算し
て更新する。
【０１０２】
　例えば、設定温度が２６℃に設定されている状態（すなわち、第３記憶部７０３に記憶
されている設定温度の値が２６℃である状態）において、設定温度切換モードに遷移し、
変数Ｂの値が１増加すると、第３記憶部７０３に記憶されている設定温度の値が２７℃に
更新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される設定温度情報に関して、図８にお
いては「２６」であったテキスト情報が「２７」に更新される。これにより、液晶表示部
６０においては図８に示すような画像から図９に示すような画像に切り換えられて表示さ
れる。
【０１０３】
　また、設定温度切換モードにおいて変数Ｂの値が１減じられると（すなわち、第２変更
キー５３ｂを１回入力されると）、リモコン制御部７０は第３記憶部７０３に記憶されて
いる設定温度の値を１減算して更新する。例えば、設定温度が２８℃に設定されている状
態（すなわち、第３記憶部７０３に記憶されている設定温度の値が２８℃である状態）に
おいて、設定温度切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１減少すると、第３記憶部７０３に
記憶されている設定温度の値が２７℃に更新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示
される設定温度情報に関して、テキスト情報が「２７」に更新される。これにより、液晶
表示部６０においては図９に示すような画像が表示される。
【０１０４】
　なお、エアコン１００においては設定温度に関して設定可能な数値範囲は、１８－３０
（℃）であり、リモコン制御部７０は係る数値範囲の下限値及び上限値を超えて設定温度
の値の加算及び減算を行わない。
【０１０５】
　このように、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づ
き設定温度切換モードに遷移し、第１変更キー５３ａ又は第２変更キー５３ｂの入力に基
づき設定温度を切り換える。このため、操作者は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂを
入力して、設定温度タブｔａ１を選択することで設定に係る設定項目として設定温度を選
択することでき、第１変更キー５３ａ及び第２変更キー５３ｂを介しての設定温度の切換
えが可能である。
【０１０６】
　（３－３）運転切換モード
　運転切換モードは、運転モードの切換時に遷移する制御モードである。具体的に、リモ
コン制御部７０は、設定温度切換モードに遷移している際にＦキーフラグ７０６ｂの変数
Ａの値が１減少した時（すなわち、Ｆ２キー５２ｂが１回入力された時）、又は風量切換
モードに遷移している際に変数Ａの値が１増加した時（すなわち、Ｆ１キー５２ａが１回
入力された時）に運転切換モードに遷移する。
【０１０７】
　なお、リモコン制御部７０は設定温度切換モード時にＦ２キー５２ｂを入力されること
により運転切換モードに遷移することから、Ｆ２キー５２ｂは設定温度切換モード時にお
いて運転切換モードに遷移させる機能（すなわち、設定に係る設定項目として運転モード
を選択する設定項目選択機能又は設定項目切換機能）を割り当てられているといえる。
【０１０８】
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　また、リモコン制御部７０は風量切換モード時にＦ１キー５２ａを入力されることによ
り運転切換モードに遷移することから、Ｆ１キー５２ａは風量切換モード時において運転
切換モードに遷移させる機能を割り当てられているといえる。
【０１０９】
　リモコン制御部７０は、運転切換モード時には、第５記憶部７０５に記憶されている運
転モード切換テーブルＴＢ３に沿って第３記憶部７０３に記憶されている各情報が表示さ
れるように、液晶表示部６０の動作を制御する。
【０１１０】
　図１０は、運転モード切換テーブルＴＢ３の一例を示した模式図である。運転モード切
換テーブルＴＢ３には、運転切換モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）
における表示する内容が登録されている。図１０に示す運転モード切換テーブルＴＢ３に
は、液晶表示部６０において図１１に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対
応する行において表示内容が個別に定義されている。
【０１１１】
　また、運転モード切換テーブルＴＢ３においては、各表示領域における表示内容に加え
て、各表示情報に関して強調表示情報が定義されている。例えば、図１０に示す運転モー
ド切換テーブルＴＢ３においては、第３領域６３ｃにおける運転モードタブｔａ２が強調
表示されるべく、第３領域６３ｃに対応する行において強調表示情報が定義されている。
【０１１２】
　また、図１０においては図示を省略するが、運転モード切換テーブルＴＢ３においては
、各表示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情
報が登録されている。なお、運転モード切換テーブルＴＢ３の内容は、管理サーバ９０等
の外部機器を介して更新が可能である。
【０１１３】
　図１１は、運転切換モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示した
模式図である。図１１においては、図１０に示す運転モード切換テーブルＴＢ３の内容に
沿って、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示され、
第２領域６３ｂに設定温度タブｔａ１が、第３領域６３ｃに運転モードタブｔａ２が、第
４領域６３ｄに設定風量タブｔａ３が、第５領域６３ｅに設定風向タブｔａ４が、第６領
域６３ｆに右アイコンＩＣ１がそれぞれ表示されるとともに、第１４領域６４ｄにテキス
ト情報「冷房」が運転モード情報として表示される様子が示されている。
【０１１４】
　なお、図１１においては、第３領域６３ｃに表示される運転モードタブｔａ２は、図１
０に示す運転モード切換テーブルＴＢ３において強調表示情報が定義されていることに関
連して、待受けモード時の表示とは異なり、反転表示（すなわち、白黒反転される表示）
が行われることで強調表示されている。また、第４表示領域６４には、運転モード情報の
みが表示されている。このように、第３表示領域６３において設定中の設定項目（運転モ
ード）に係る情報が強調表示され、第４表示領域６４において設定中の設定項目（運転モ
ード）に係る情報のみが表示されることで、操作者は、運転切換モード時において運転モ
ードの設定中であること（すなわち、設定を行う設定項目として運転モードが選択されて
いること）を容易に判別可能となっている。
【０１１５】
　運転切換モードでは、変更キーフラグ７０６ｃの変数Ｂの値に基づき（すなわち、変更
キー５３の入力に基づき）、運転モードテーブルＴＢ４の定義内容に沿って運転モードが
切り換えられる。
【０１１６】
　図１２は、運転モードテーブルＴＢ４の一例を示した模式図である。運転モードテーブ
ルＴＢ４においては、運転モードの種別と、設定順序と、の関係が定義されている。図１
２に示す運転モードテーブルＴＢ４では、設定順序として１番目に冷房モードが、２番目
に暖房モードが、３番目に除湿モードが、４番目に送風モードが、５番目に換気モードが
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割り当てられている。
【０１１７】
　具体的には、運転切換モードにおいて変数Ｂの値が１増加すると（すなわち、第１変更
キー５３ａを入力されると）、リモコン制御部７０は第３記憶部７０３に記憶されている
運転モードの種別に係る設定順序に１を加えた設定順序を割り当てられている運転モード
の種別に切換えて更新する。例えば、運転モードが冷房モードにある状態（すなわち、第
３記憶部７０３に記憶されている運転モードの種別が、設定順序１を割り当てられている
冷房モードである状態）において、運転切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１増加すると
、第３記憶部７０３に記憶されている運転モードの種別が、設定順序２を割り当てられて
いる暖房モードに更新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される運転モード情報
に含まれるテキスト情報が「冷房」から「暖房」に更新される。これにより、液晶表示部
６０においては図１３に示すような画像が表示される。
【０１１８】
　また、運転切換モードにおいて変数Ｂの値が１減じられると（すなわち、第２変更キー
５３ｂを入力されると）、リモコン制御部７０は第３記憶部７０３に記憶されている運転
モードの種別に係る設定順序から１を減じた設定順序を割り当てられている運転モードの
種別に切換えて更新する。例えば、運転モードが除湿モードにある状態（すなわち、第３
記憶部７０３に記憶されている運転モードの種別が、設定順序３を割り当てられている除
湿モードである状態）において、運転切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１減じられると
、第３記憶部７０３に記憶されている運転モードの種別が、設定順序２を割り当てられて
いる暖房モードに更新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される運転モード情報
に含まれるテキスト情報が「除湿」から「暖房」に更新される。これにより、液晶表示部
６０においては図１３に示すような画像が表示される。
【０１１９】
　このように、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づ
き運転切換モードに遷移し、第１変更キー５３ａ又は第２変更キー５３ｂの入力に基づき
運転モードの種別を切り換える。このため、操作者は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２
ｂを入力して、運転モードタブｔａ２を選択することで設定に係る設定項目として運転モ
ードを選択することでき、第１変更キー５３ａ及び第２変更キー５３ｂを介しての運転モ
ードの切換えが可能である。
【０１２０】
　（３－４）風量切換モード
　風量切換モードは、設定風量の切換時に遷移する制御モードである。具体的に、リモコ
ン制御部７０は、運転切換モードに遷移している際にＦキーフラグ７０６ｂの変数Ａの値
が１減少した時（すなわち、Ｆ２キー５２ｂが１回入力された時）、又は風向切換モード
に遷移している際に変数Ａの値が１増加した時（すなわち、Ｆ１キー５２ａが１回入力さ
れた時）に風量切換モードに遷移する。
【０１２１】
　なお、リモコン制御部７０は運転切換モード時にＦ２キー５２ｂを入力されることによ
り設定温度切換モードに遷移することから、Ｆ２キー５２ｂは運転切換モード時において
風量切換モードに遷移させる機能（すなわち、設定に係る設定項目として設定風量を選択
する設定項目選択機能又は設定項目切換機能）を割り当てられているといえる。
【０１２２】
　また、リモコン制御部７０は風向切換モード時にＦ１キー５２ａを入力されることによ
り設定温度切換モードに遷移することから、Ｆ１キー５２ａは風向切換モード時において
風量切換モードに遷移させる機能を割り当てられているといえる。
【０１２３】
　リモコン制御部７０は、風量切換モード時には、第５記憶部７０５に記憶されている風
量切換テーブルＴＢ５に沿って、第３記憶部７０３に記憶されている各情報が表示される
ように、液晶表示部６０の動作を制御する。
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【０１２４】
　図１４は、風量切換テーブルＴＢ５の一例を示した模式図である。風量切換テーブルＴ
Ｂ５には、風量切換モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）における表示
する内容が登録されている。図１４に示す風量切換テーブルＴＢ５では、液晶表示部６０
において図１５に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対応する行において表
示内容が個別に定義されている。
【０１２５】
　また、風量切換テーブルＴＢ５においては、各表示領域における表示内容に加えて、各
表示情報に関して強調表示情報が定義されている。例えば、図１４に示す風量切換テーブ
ルＴＢ５においては、第４領域６３ｄにおける設定風量タブｔａ３が強調表示されるべく
、第４領域６３ｄに対応する行において強調表示情報が定義されている。
【０１２６】
　また、図１４においては図示を省略するが、風量切換テーブルＴＢ５においては、各表
示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情報が登
録されている。なお、風量切換テーブルＴＢ５の内容は、管理サーバ９０等の外部機器を
介して更新が可能である。
【０１２７】
　図１５は、風量切換モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示した
模式図である。図１５においては、図１４に示す風量切換テーブルＴＢ５の内容に沿って
、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示され、第２領
域６３ｂに設定温度タブｔａ１が、第３領域６３ｃに運転モードタブｔａ２が、第４領域
６３ｄに設定風量タブｔａ３が、第５領域６３ｅに設定風向タブｔａ４が、第６領域６３
ｆに右アイコンＩＣ１がそれぞれ表示されるとともに、第１４領域６４ｄに設定風量の設
定状態（風量 中）を示す図形を含む設定風量情報が表示される様子が示されている。
【０１２８】
　なお、図１５においては、第４領域６３ｄに表示される設定風量タブｔａ３は、図１４
に示す風量切換テーブルＴＢ５において強調表示情報が定義されていることに関連して、
待受けモード時の表示とは異なり、反転表示（すなわち、白黒反転される表示）が行われ
ることで強調表示されている。また、第４表示領域６４には、設定風量情報のみが表示さ
れている。このように、第３表示領域６３において設定中の設定項目（設定風量）に係る
情報（設定風量タブｔａ３）が強調表示され、第４表示領域６４において設定中の設定項
目（設定風量）に係る情報（設定風量情報）のみが表示されることで、操作者は、風量切
換モード時において設定風量の設定中であること（すなわち、設定を行う設定項目として
設定風量が選択されていること）を容易に判別可能となっている。
【０１２９】
　風量切換モードでは、変更キーフラグ７０６ｃの変数Ｂの値に基づき（すなわち、変更
キー５３の入力に基づき）、風量テーブルＴＢ６の定義内容に沿って設定風量が切換えら
れる。
【０１３０】
　図１６は、風量テーブルＴＢ６の一例を示した模式図である。風量テーブルＴＢ６にお
いては、風量の段階（レベル）と、設定順序と、の関係が定義されている。図１６に示す
風量テーブルＴＢ６では、設定順序として１番目に「最小」が、２番目に「小」が、３番
目に「中」が、４番目に「大」が、５番目に「最大」が割り当てられている。
【０１３１】
　具体的には、風量切換モードにおいて変数Ｂの値が１増加すると（すなわち、第１変更
キー５３ａを入力されると）、リモコン制御部７０は第３記憶部７０３に記憶されている
設定風量の段階に係る設定順序に１を加えた設定順序を割り当てられている風量の段階に
切換えて更新する。例えば、設定風量が「中」にある状態（すなわち、第３記憶部７０３
に記憶されている設定風量の段階が、設定順序３を割り当てられている風量「中」である
状態）において、風量切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１増加すると、第３記憶部７０
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３に記憶されている設定風量の段階が、設定順序４を割り当てられている風量「大」に更
新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される設定風量情報に含まれる図形におい
て示される設定風量の段階が「中」から「大」に更新される。これにより、液晶表示部６
０においては図１７に示すような画像が表示される。
【０１３２】
　また、風量切換モードにおいて変数Ｂの値が１減じられると（すなわち、第２変更キー
５３ｂを入力されると）、リモコン制御部７０は、第３記憶部７０３に記憶されている設
定風量の段階に係る設定順序から１を減じた設定順序を割り当てられている設定風量の段
階に切換えて更新する。例えば、設定風量の段階が「最大」にある状態（すなわち、第３
記憶部７０３に記憶されている設定風量の段階が、設定順序５を割り当てられている「最
大」である状態）において、風量切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１減じられると、第
３記憶部７０３に記憶されている設定風量の段階が、設定順序４を割り当てられている設
定風量「大」に更新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される設定風量情報に含
まれる図形において示される設定風量の段階が「最大」から「大」に更新される。これに
より、液晶表示部６０においては図１７に示すような画像が表示される。
【０１３３】
　このように、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づ
き風量切換モードに遷移し、第１変更キー５３ａ又は第２変更キー５３ｂの入力に基づき
設定風量の段階を切り換える。このため、操作者は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂ
を入力して、設定風量タブｔａ３を選択することで設定に係る設定項目として設定風量を
選択することでき、第１変更キー５３ａ及び第２変更キー５３ｂを介しての設定風量の切
換えが可能である。
【０１３４】
　（３－５）風向切換モード
　風向切換モードは、設定風向の切換時に遷移する制御モードである。具体的に、リモコ
ン制御部７０は、風量切換モードに遷移している際にＦキーフラグ７０６ｂの変数Ａの値
が１減少した時（すなわち、Ｆ２キー５２ｂが１回入力された時）、又はメニュー設定切
換モードに遷移している際に変数Ａの値が１増加した時（すなわち、Ｆ１キー５２ａが１
回入力された時）に風向切換モードに遷移する。
【０１３５】
　なお、リモコン制御部７０は風量切換モード時にＦ２キー５２ｂを入力されることによ
り風向切換モードに遷移することから、Ｆ２キー５２ｂは風量切換モード時において風向
切換モードに遷移させる機能（すなわち、設定に係る設定項目として設定風向を選択する
設定項目選択機能又は設定項目切換機能）を割り当てられているといえる。
【０１３６】
　また、リモコン制御部７０はメニュー設定切換モード時にＦ１キー５２ａを入力される
ことにより運転切換モードに遷移することから、Ｆ１キー５２ａはメニュー設定切換モー
ド時において風向切換モードに遷移させる機能を割り当てられているといえる。
【０１３７】
　リモコン制御部７０は、風向切換モード時には、第５記憶部７０５に記憶されている風
向切換テーブルＴＢ７に沿って、第３記憶部７０３に記憶されている各情報が表示される
ように、液晶表示部６０の動作を制御する。
【０１３８】
　図１８は、風向切換テーブルＴＢ７の一例を示した模式図である。風向切換テーブルＴ
Ｂ７には、風向切換モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）における表示
する内容が登録されている。図１８に示す風向切換テーブルＴＢ７には、液晶表示部６０
において図１９に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対応する行において表
示内容が個別に定義されている。
【０１３９】
　また、風向切換テーブルＴＢ７においては、各表示領域における表示内容に加えて、各
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表示情報に関して強調表示情報が定義されている。例えば、図１８に示す風向切換テーブ
ルＴＢ７においては、第５領域６３ｅにおける設定風向タブｔａ４が強調表示されるべく
、第５領域６３ｅに対応する行において強調表示情報が定義されている。
【０１４０】
　また、図１８においては図示を省略するが、風向切換テーブルＴＢ７においては、各表
示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情報が登
録されている。なお、風向切換テーブルＴＢ７の内容は、管理サーバ９０等の外部機器を
介して更新が可能である。
【０１４１】
　図１９は、風向切換モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示した
模式図である。図１９においては、図１８に示す風向切換テーブルＴＢ７の内容に沿って
、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示され、第２領
域６３ｂに設定温度タブｔａ１が、第３領域６３ｃに運転モードタブｔａ２が、第４領域
６３ｄに設定風量タブｔａ３が、第５領域６３ｅに設定風向タブｔａ４が、第６領域６３
ｆに右アイコンＩＣ１がそれぞれ表示されるとともに、第１４領域６４ｄに設定風量の設
定状態（風向 中）を示す図形を含む設定風向情報が表示される様子が示されている。
【０１４２】
　なお、図１９においては、第５領域６３ｅに表示される設定風向タブｔａ４は、図１８
に示す風向切換テーブルＴＢ７において強調表示情報が定義されていることに関連して、
待受けモード時の表示とは異なり、反転表示（すなわち、白黒反転される表示）が行われ
ることで強調表示されている。また、第４表示領域６４には、設定風向情報のみが表示さ
れている。このように、第３表示領域６３において設定中の設定項目（設定風向）に係る
情報（設定風向タブｔａ４）が強調表示され、第４表示領域６４において設定中の設定項
目（設定風向）に係る情報（設定風向情報）のみが表示されることで、操作者は、風向切
換モード時において設定風向の設定中であること（すなわち、設定を行う設定項目として
設定風向が選択されていること）を容易に判別可能となっている。
【０１４３】
　風向切換モードでは、変更キーフラグ７０６ｃの変数Ｂの値に基づき（すなわち、変更
キー５３の入力に基づき）、風向テーブルＴＢ８の定義内容に沿って設定風向が切換えら
れる。
【０１４４】
　図２０は、風向テーブルＴＢ８の一例を示した模式図である。風向テーブルＴＢ８にお
いては、風向の段階と、設定順序と、の関係が定義されている。図２０に示す風向テーブ
ルＴＢ８では、設定順序として１番目に「最下」が、２番目に「下」が、３番目に「中」
が、４番目に「上」が、５番目に「最上」が割り当てられている。
【０１４５】
　具体的には、風向切換モードにおいて変数Ｂの値が１増加すると（すなわち、第１変更
キー５３ａを入力されると）、リモコン制御部７０は第３記憶部７０３に記憶されている
設定風向の段階に係る設定順序に１を加えた設定順序を割り当てられている風向の段階に
切換えて更新する。例えば、設定風向が「中」にある状態（すなわち、第３記憶部７０３
に記憶されている設定風向の段階が、設定順序３を割り当てられている風向「中」である
状態）において、風向切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１増加すると、第３記憶部７０
３に記憶されている設定風向の段階が、設定順序４を割り当てられている風向「上」に更
新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される設定風向情報に含まれる図形におい
て示される設定風向の段階が「中」から「上」に更新される。これにより、液晶表示部６
０においては図２１に示すような画像が表示される。
【０１４６】
　また、風向切換モードにおいて変数Ｂの値が１減じられると（すなわち、第２変更キー
５３ｂを入力されると）、リモコン制御部７０は、第３記憶部７０３に記憶されている設
定風向の段階に係る設定順序から１を減じた設定順序を割り当てられている設定風向の段
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階に切換えて更新する。例えば、設定風向の段階が「最上」にある状態（すなわち、第３
記憶部７０３に記憶されている設定風向の段階が、設定順序５を割り当てられている「最
上」である状態）において、風向切換モードに遷移し、変数Ｂの値が１減じられると、第
３記憶部７０３に記憶されている設定風向の段階が、設定順序４を割り当てられている設
定風向「上」に更新される。その結果、第１４領域６４ｄに表示される設定風向情報に含
まれる図形において示される設定風向の段階が「最上」から「上」に更新される。これに
より、液晶表示部６０においては図２１に示すような画像が表示される。
【０１４７】
　このように、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づ
き風向切換モードに遷移し、第１変更キー５３ａ又は第２変更キー５３ｂの入力に基づき
設定風向の段階を切り換える。このため、操作者は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂ
を入力して、設定風向タブｔａ４を選択することで設定に係る設定項目として設定風向を
選択することでき、第１変更キー５３ａ及び第２変更キー５３ｂを介しての設定風向の切
換えが可能である。
【０１４８】
　（３－６）メニュー設定切換モード
　メニュー設定切換モードは、メニュー設定項目の切換時に遷移する制御モードである。
エアコン１００においてメニュー設定項目は、消費電力を削減するエコ全自動設定、液晶
表示部６０における表示言語を設定する言語設定、及び指定した時間の経過後に運転停止
をさせるタイマー設定等が含まれる。
【０１４９】
　ここで、メニュー設定項目は、通常、頻繁に使用されない設定項目と考えられるため、
待受けモードにおいて第３表示領域６３にメニュー設定項目に係る設定項目タブｔａ（メ
ニュー設定タブｔａ５）は表示されないようになっている。すなわち、リモコン３０にお
いては、第３表示領域６３の表示領域と設定項目タブｔａのサイズの関係から、視認性を
考慮すると、第３表示領域６３に５つ以上の設定項目タブｔａを表示させることは困難で
ある。このため、あまり使用頻度の高くないメニュー設定タブｔａ５は、メニュー設定切
換モード以外の制御モードにおいては表示されないこととなっている（すなわち、メニュ
ー設定タブｔａ５は、メニュー設定切換モード以外の制御モードにおいて、特許請求の範
囲記載の「非表示設定項目情報」に相当する）。
【０１５０】
　一方、メニュー設定タブｔａ５が第３表示領域６３において非表示となる他の制御モー
ド時においては、第６領域６３ｆ（すなわち、第３表示領域６３の右側端部近傍に表示さ
れる設定風向タブｔａ４の周囲（右隣）の領域）に右アイコンＩＣ１が表示されることで
、設定風向タブｔａ４の次にメニュー設定タブｔａ５が隠れていることが間接的に示され
ている（図５等を参照）。これにより、液晶表示部６０の視認者及び操作者は、第３表示
領域６３において表示されている設定項目タブｔａ以外にも設定項目タブｔａ（メニュー
設定タブｔａ５）が隠されていること（つまり、メニュー設定タブｔａ５の存在）を把握
しやすくなっている（すなわち、右アイコンＩＣ１は、特許請求の範囲記載の「非表示設
定項目特定情報」に相当する）。
【０１５１】
　具体的に、リモコン制御部７０は、風向切換モードに遷移している際にＦキーフラグ７
０６ｂの変数Ａの値が１減少した時（すなわち、Ｆ２キー５２ｂが１回入力された時）、
にメニュー設定切換モードに遷移する。なお、リモコン制御部７０は風向切換モード時に
Ｆ２キー５２ｂを入力されることによりメニュー設定切換モードに遷移することから、Ｆ
２キー５２ｂは風向切換モード時においてメニュー設定切換モードに遷移させる機能（す
なわち、設定に係る設定項目としてメニュー設定項目を選択する設定項目選択機能又は設
定項目切換機能）を割り当てられているといえる。
【０１５２】
　リモコン制御部７０は、メニュー設定切換モード時には、第５記憶部７０５に記憶され
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ているメニュー設定表示テーブルＴＢ９に沿って、所定のメニュー設定項目が表示される
ように、液晶表示部６０の動作を制御する。
【０１５３】
　図２２は、メニュー設定表示テーブルＴＢ９の一例を示した模式図である。メニュー設
定表示テーブルＴＢ９には、メニュー設定切換モード時に液晶表示部６０の各表示領域（
６１－６４）における表示内容が登録されている。図２２に示すメニュー設定表示テーブ
ルＴＢ９には、液晶表示部６０において図２３に示す表示内容が表示されるように、各表
示領域に対応する行において表示内容が個別に定義されている。
【０１５４】
　また、メニュー設定表示テーブルＴＢ９においては、各表示領域における表示内容に加
えて、各表示情報に関して強調表示情報が定義されている。例えば、図２２に示すメニュ
ー設定表示テーブルＴＢ９においては、第５領域６３ｅにおけるテキスト情報「メニュー
」を含む設定項目タブｔａ（メニュー設定タブｔａ５）が強調表示されるべく、第５領域
６３ｅに対応する行において強調表示情報が定義されている。
【０１５５】
　また、図２２においては図示を省略するが、メニュー設定表示テーブルＴＢ９において
は、各表示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する
情報が登録されている。なお、メニュー設定表示テーブルＴＢ９の内容は、管理サーバ９
０等の外部機器を介して更新が可能である。
【０１５６】
　図２３は、メニュー設定切換モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例
を示した模式図である。図２３においては、図２２に示すメニュー設定表示テーブルＴＢ
９の内容に沿って、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設定場所情報として
表示され、第１領域６３ａに略三角形（上下及び左に頂点を有する三角形）のアイコン（
左アイコンＩＣ２）が、第２領域６３ｂに運転モードタブｔａ２が、第３領域６３ｃに設
定風量タブｔａ３が、第４領域６３ｄに設定風向タブｔａ４が、第５領域６３ｅにメニュ
ー設定タブｔａ５が、がそれぞれ表示されるとともに、第１４領域６４ｄに、メニュー設
定項目の設定中であることを示すテキスト情報「メニュー設定」及び各メニュー設定項目
に係るテキスト情報「エコ全自動」「言語設定」及び「タイマー設定」を含む情報（メニ
ュー設定情報）が表示される様子が示されている。
【０１５７】
　なお、図２３においては、第５領域６３ｅに表示されるメニュー設定タブｔａ５は、図
２２に示すメニュー設定表示テーブルＴＢ９において強調表示情報が定義されていること
に関連して、反転表示（すなわち、白黒反転される表示）が行われることで強調表示され
ている。また、第４表示領域６４には、メニュー設定情報のみが表示されている。このよ
うに、第３表示領域６３において設定中の設定項目（メニュー設定項目）に係る情報（メ
ニュー設定タブｔａ５）が強調表示され、第４表示領域６４において設定中の設定項目（
メニュー設定項目）に係る情報（メニュー設定情報）のみが表示されることで、操作者は
、メニュー設定切換モード時においてメニュー設定項目の設定中であること（すなわち、
設定を行う設定項目としてメニュー設定が選択されていること）を容易に判別可能となっ
ている。
【０１５８】
　また、上述のようにメニュー設定タブｔａ５は、通常、表示されない（隠れている）設
定項目タブｔａであるが、メニュー設定切換モードにおいては表示される。これに関連し
て、通常、表示される他の設定項目タブｔａがメニュー設定切換モードにおいては表示さ
れない。すなわち、リモコン３０においては、第３表示領域６３の表示領域と設定項目タ
ブｔａのサイズの関係から、第３表示領域６３に５つ以上の設定項目タブｔａを表示させ
ることは困難であることから、メニュー設定タブｔａ５以外のいずれかの設定項目タブｔ
ａが第３表示領域６３において隠される。
【０１５９】
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　図２３においては、第５領域６３ｅにメニュー設定タブｔａ５が表示されることに関連
して、設定温度タブｔａ１（すなわち、メニュー設定切換モードに遷移する前の制御モー
ドにおいて第３表示領域６３の左側端部近傍に表示されていた設定温度タブｔａ１）が第
３表示領域６３において隠され、他の設定項目タブｔａが待受けモード時の表示状態から
１つずつ左の領域に移動している。そのうえで、第１領域６３ａ（すなわち、第３表示領
域６３の左側端部近傍に表示される運転モードタブｔａ２の周囲（左隣）の領域）に左ア
イコンＩＣ２が表示されることで、運転モードタブｔａ２の前（左側）に設定温度タブｔ
ａ１が隠れていることが間接的に示されている。これにより、液晶表示部６０の視認者及
び操作者は、第３表示領域６３において表示されている設定項目タブｔａ以外にも設定項
目タブｔａ（設定温度タブｔａ１）が隠されていることを把握しやすくなっている。すな
わち、メニュー設定切換モード時においては、設定温度タブｔａ１が特許請求の範囲記載
の「非表示設定項目情報」に相当し、左アイコンＩＣ２が「非表示設定項目特定情報」に
相当する。
【０１６０】
　メニュー設定切換モードでは、変更キーフラグ７０６ｃの変数Ｂの値に基づき（すなわ
ち、変更キー５３の入力に基づき）、メニューテーブルＴＢ１０の定義内容に沿って、設
定に係る（すなわち、選択される）メニュー設定項目が切り換えられる。
【０１６１】
　図２４は、メニューテーブルＴＢ１０の一例を示した模式図である。メニューテーブル
ＴＢ１０においては、選択されるメニュー設定項目と、設定順序と、の関係が定義されて
いる。図２４に示すメニューテーブルＴＢ１０では、設定順序として１番目に「エコ全自
動設定」が、２番目に「言語設定」が、３番目に「タイマー設定」が割り当てられている
。
【０１６２】
　より詳細には、リモコン制御部７０は、メニュー設定切換モードにおいて変数Ｂの値の
変化に基づき、メニュー設定切換モード内に設けられている下位の制御モード（具体的に
は、エコ全自動設定に係るエコ全自動設定選択モード、言語設定に係る言語設定選択モー
ド、及びタイマー設定に係るタイマー設定選択モード）のいずれかに遷移する。
【０１６３】
　以下、メニュー設定切換モードの下位の制御モードの代表例について説明する。
【０１６４】
　（ａ）
　具体的には、リモコン制御部７０は、メニュー設定切換モードにおいて変数Ｂの値が１
増加又は１減少すると（すなわち、第１変更キー５３ａ及び第２変更キー５３ｂのいずれ
かを入力されると）、エコ全自動設定選択モードに遷移する。
【０１６５】
　エコ全自動設定選択モードは、エコ全自動設定の設定を行うか否かを決定するための制
御モードである。リモコン制御部７０は、エコ全自動設定選択モード時には、第５記憶部
７０５に記憶されているエコ全自動設定選択テーブルＴＢ１１に沿って、各情報が表示さ
れるように液晶表示部６０の動作を制御する。
【０１６６】
　図２５は、エコ全自動設定選択テーブルＴＢ１１の一例を示した模式図である。エコ全
自動設定選択テーブルＴＢ１１には、エコ全自動設定選択モード時に液晶表示部６０の各
表示領域（６１－６４）における表示する内容が登録されている。図２５に示すエコ全自
動設定選択テーブルＴＢ１１には、液晶表示部６０において図２６に示す表示内容が表示
されるように、各表示領域に対応する行において表示内容が個別に定義されている。また
、図２５においては図示を省略するが、エコ全自動設定選択テーブルＴＢ１１においては
、各表示領域における表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情
報が登録されている。なお、エコ全自動設定選択テーブルＴＢ１１の内容は、管理サーバ
９０等の外部機器を介して更新が可能である。
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【０１６７】
　図２６は、エコ全自動設定選択モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一
例を示した模式図である。図２６においては、図２５に示すエコ全自動設定選択テーブル
ＴＢ１１の内容に沿って、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報
として表示され、第２領域６３ｂにエコ全自動設定の設定をキャンセルすることを特定す
るテキスト情報「キャンセル」を含むキャンセルタブｔａ６が表示され、第５領域６３ｅ
にエコ全自動設定の設定を行うことを決定するテキスト情報「決定」を含む決定タブｔａ
７が表示されている。また、図２６においては、第１４領域６４ｄにおいて、エコ全自動
設定の設定を行うか否かを決定する設定画面であることを示すべく、テキスト情報「エコ
全自動」が強調表示された情報（エコ全自動強調表示情報）が表示されている。
【０１６８】
　エコ全自動設定選択モードでは、Ｆキーフラグ７０６ｂの変数Ａの値に基づき（すなわ
ち、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づき）、エコ全自動設定の設定を行う
ことを決定するか、又はキャンセルするかが確定される。具体的に、リモコン制御部７０
は、エコ全自動設定選択モードにおいて、変数Ａの値が１増加すると（すなわち、Ｆ１キ
ー５２ａが入力されると）、エコ全自動設定の設定をキャンセルし、メニュー設定切換モ
ードに遷移する。一方、リモコン制御部７０は、エコ全自動設定選択モードにおいて、変
数Ａの値が１減少すると（すなわち、Ｆ２キー５２ｂが入力されると）、エコ全自動設定
の設定を行うことを確定し、エコ全自動設定選択モードのさらに下位の制御モード（エコ
全自動設定モード）に遷移する。すなわち、エコ全自動設定選択モードでは、エコ全自動
設定の設定をキャンセルするキャンセル機能がＦ１キー５２ａに割り当てられており、Ｆ
２キー５２ｂにエコ全自動設定の設定を行うことを決定する決定機能がＦ２キー５２ｂに
割り当てられている。そして、ファンクションキー５２に割り当てられている機能が判別
できる態様で、第３表示領域６３においてキャンセルタブｔａ６及び決定タブｔａ７が表
示されている。
【０１６９】
　エコ全自動設定モードは、エコ全自動設定の設定を切り換えるための制御モードである
。リモコン制御部７０は、エコ全自動設定モード時には、第５記憶部７０５に記憶されて
いるエコ全自動設定テーブルＴＢ１２に沿って、各情報が表示されるように液晶表示部６
０の動作を制御する。
【０１７０】
　図２７は、エコ全自動設定テーブルＴＢ１２の一例を示した模式図である。エコ全自動
設定テーブルＴＢ１２には、エコ全自動設定モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６
１－６４）における表示する内容が登録されている。図２７に示すエコ全自動設定テーブ
ルＴＢ１２には、液晶表示部６０において図２８に示す表示内容が表示されるように、各
表示領域に対応する行において表示内容が個別に定義されている。また、図２７において
は図示を省略するが、エコ全自動設定テーブルＴＢ１２においては、各表示領域における
表示内容に加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情報が登録されている。
エコ全自動設定テーブルＴＢ１２の内容は、管理サーバ９０等の外部機器を介して更新が
可能である。
【０１７１】
　図２８は、エコ全自動設定モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を
示した模式図である。図２８においては、図２７に示すエコ全自動設定テーブルＴＢ１２
の内容に沿って、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表
示され、第２領域６３ｂにエコ全自動設定を非設定状態に切り換えることを特定するテキ
スト情報「非設定」を含む非設定タブｔａ８が表示され、第５領域６３ｅにエコ全自動設
定を設定状態に切り換えることを特定するテキスト情報「設定」を含む設定タブｔａ９が
表示されている。また、図２８においては、第１４領域６４ｄにおいて、エコ全自動設定
の設定を設定状態（有効状態）とするか、非設定状態（無効状態）とするかを決定する設
定画面であることを示すべく、テキスト情報「エコ全自動　非設定／設定　？」が表示さ
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れた情報（エコ全自動設定切換情報）が表示されている。
【０１７２】
　エコ全自動設定モードでは、Ｆキーフラグ７０６ｂの変数Ａの値に基づき（すなわち、
Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づき）、エコ全自動設定の状態を切換えが
実行される。具体的に、リモコン制御部７０は、エコ全自動設定モードにおいて、変数Ａ
の値が１増加すると（すなわち、Ｆ１キー５２ａが入力されると）、エコ全自動設定の状
態を非設定状態とし、メニュー設定切換モードに遷移する。一方、リモコン制御部７０は
、エコ全自動設定モードにおいて、変数Ａの値が１減少すると（すなわち、Ｆ２キー５２
ｂが入力されると）、エコ全自動設定の状態を設定状態とし、メニュー設定切換モードに
遷移する。すなわち、エコ全自動設定モードでは、エコ全自動設定の状態を非設定状態と
する非設定切換機能がＦ１キー５２ａに割り当てられており、Ｆ２キー５２ｂにエコ全自
動設定の状態を設定状態とする設定切換機能がＦ２キー５２ｂに割り当てられている。そ
して、ファンクションキー５２に割り当てられている機能が判別できる態様で、第３表示
領域６３において非設定タブｔａ８及び設定タブｔａ９が表示されている。
【０１７３】
　このように、メニュー設定切換モードの下位のエコ全自動設定選択モードにおいては、
さらに下位のエコ全自動設定モードが設けられている。すなわち、リモコン３０において
は、階層化された制御モードが設けられている。これに関連して、液晶表示部６０におい
ては、表示される画像が階層的に切り換わるようになっている。
【０１７４】
　（ｂ）
　また、リモコン制御部７０は、エコ全自動設定選択モードにおいて変数Ｂの値が１減少
すると（すなわち、第２変更キー５３ｂを入力されると）、言語設定選択モードに遷移す
る。
【０１７５】
　言語設定選択モードは、リモコン３０における表示言語の設定（言語設定）を行うか否
かを決定するための制御モードである。リモコン制御部７０は、言語設定選択モード時に
は、第５記憶部７０５に記憶されている言語設定選択テーブルＴＢ１３に沿って、各情報
が表示されるように液晶表示部６０の動作を制御する。
【０１７６】
　図２９は、言語設定選択テーブルＴＢ１３の一例を示した模式図である。言語設定選択
テーブルＴＢ１３には、言語設定選択モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６
４）における表示する内容が登録されている。図２９に示す言語設定選択テーブルＴＢ１
３には、液晶表示部６０において図３０に示す表示内容が表示されるように、各表示領域
に対応する行において表示内容が個別に定義されている。また、図２９においては図示を
省略するが、言語設定選択テーブルＴＢ１３においては、各表示領域における表示内容に
加えて、表示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情報が登録されている。なお、言語
設定選択テーブルＴＢ１３の内容は、管理サーバ９０等の外部機器を介して更新が可能で
ある。
【０１７７】
　図３０は、言語設定選択モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示
した模式図である。図３０においては、図２９に示す言語設定選択テーブルＴＢ１３の内
容に沿って、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示さ
れ、第２領域６３ｂにエコ全自動設定の設定をキャンセルすることを特定するテキスト情
報「キャンセル」を含むキャンセルタブｔａ６が表示され、第５領域６３ｅにエコ全自動
設定の設定を行うことを決定するテキスト情報「決定」を含む決定タブｔａ７が表示され
ている。また、図３０においては、第１４領域６４ｄにおいて、言語設定を行うか否かを
決定する設定画面であることを示すべく、テキスト情報「言語設定」が強調表示された情
報（言語設定強調表示情報）が表示されている。
【０１７８】
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　言語設定選択モードでは、Ｆキーフラグ７０６ｂの変数Ａの値に基づき（すなわち、Ｆ
１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づき）、エコ全自動設定の設定を行うことを
決定するか、又はキャンセルするかが確定される。具体的に、リモコン制御部７０は、言
語設定選択モードにおいて、変数Ａの値が１増加すると（すなわち、Ｆ１キー５２ａが入
力されると）、言語設定をキャンセルし、メニュー設定切換モードに遷移する。一方、リ
モコン制御部７０は、言語設定選択モードにおいて、変数Ａの値が１減少すると（すなわ
ち、Ｆ２キー５２ｂが入力されると）、言語設定の設定を行うことを確定し、言語設定選
択モードのさらに下位の制御モード（言語設定モード）に遷移する。すなわち、言語設定
選択モードでは、言語設定をキャンセルするキャンセル機能がＦ１キー５２ａに割り当て
られており、Ｆ２キー５２ｂに言語設定を行うことを決定する決定機能がＦ２キー５２ｂ
に割り当てられている。
【０１７９】
　言語設定モードは、言語設定の設定を切り換えるための制御モードである。リモコン制
御部７０は、言語設定モード時には、第５記憶部７０５に記憶されている言語設定テーブ
ルＴＢ１４に沿って、各情報が表示されるように液晶表示部６０の動作を制御する。
【０１８０】
　図３１は、言語設定テーブルＴＢ１４の一例を示した模式図である。言語設定テーブル
ＴＢ１４には、言語設定モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）における
表示する内容が登録されている。図３１に示す言語設定テーブルＴＢ１４には、液晶表示
部６０において図３２に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対応する行にお
いて表示内容が個別に定義されている。また、図３２においては図示を省略するが、言語
設定テーブルＴＢ１４においては、各表示領域における表示内容に加えて、表示態様（サ
イズ、座標範囲等）を指定する情報が登録されている。言語設定テーブルＴＢ１４の内容
は、管理サーバ９０等の外部機器を介して更新が可能である。
【０１８１】
　図３２は、言語設定モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示した
模式図である。図３２においては、図３１に示す言語設定テーブルＴＢ１４の内容に沿っ
て、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示され、第１
４領域６４ｄにおいて、設定可能な言語（ここでは日本語、英語、及び中国語）の一覧を
示したテキスト情報「日本語」「English」「中文」を含む情報（設定言語一覧情報）が
表示されている。
【０１８２】
　言語設定モードでは、変更キーフラグ７０６ｃの変数Ｂの値に基づき（すなわち、第１
変更キー５３ａ又は第２変更キー５３ｂの入力に基づき）、さらに下位の日本語設定モー
ドに遷移する。具体的に、リモコン制御部７０は、言語設定モードにおいて、変数Ｂの値
が１増加又は１減少すると（すなわち、第１変更キー５３ａ又は第２変更キー５３ｂが入
力されると）、設定言語を日本語に選択するか否かを決定する日本語設定モードに遷移す
る。
【０１８３】
　また、日本語設定モードにおいて、変数Ｂの値が１減少すると（すなわち、第２変更キ
ー５３ｂが入力されると）、設定言語を英語に選択するか否かを決定する英語設定モード
に遷移する。
【０１８４】
　また、英語設定モードにおいて、変数Ｂの値が１減少すると（すなわち、第２変更キー
５３ｂが入力されると）、設定言語を中国語に選択するか否かを決定する中国語設定モー
ドに遷移する。また、英語設定モードにおいて、変数Ｂの値が１増加すると（すなわち、
第１変更キー５３ａが入力されると）、設定言語を日本語設定モードに遷移する。
【０１８５】
　すなわち、言語設定モードにおいては、さらに下位の制御モードとして、日本語設定モ
ード、英語設定モード、及び中国語設定モードが設けられている。なお、言語設定モード
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における下位の制御モードとしては、表示言語のバリエーションに応じて、他のモード（
例えば、設定言語をスペイン語に選択するか否かを決定するスペイン語設定モードや、設
定言語を韓国語に選択するか否かを決定する韓国語設定モード等）を設けることも可能で
ある。
【０１８６】
　ここでは、言語設定モードにおける下位の制御モードの代表例として日本語設定モード
について説明する。
【０１８７】
　リモコン制御部７０は、日本語設定モード時には、第５記憶部７０５に記憶されている
日本語設定テーブルＴＢ１５に沿って、各情報が表示されるように液晶表示部６０の動作
を制御する。
【０１８８】
　図３３は、日本語設定テーブルＴＢ１５の一例を示した模式図である。日本語設定テー
ブルＴＢ１５には、日本語設定モード時に液晶表示部６０の各表示領域（６１－６４）に
おける表示する内容が登録されている。図３３に示す日本語設定テーブルＴＢ１５には、
液晶表示部６０において図３４に示す表示内容が表示されるように、各表示領域に対応す
る行において表示内容が個別に定義されている。また、図３４においては図示を省略する
が、日本語設定テーブルＴＢ１５においては、各表示領域における表示内容に加えて、表
示態様（サイズ、座標範囲等）を指定する情報が登録されている。日本語設定テーブルＴ
Ｂ１５の内容は、管理サーバ９０等の外部機器を介して更新が可能である。
【０１８９】
　図３４は、日本語設定モード時において液晶表示部６０に表示される画像の一例を示し
た模式図である。図３４においては、図３３に示す日本語設定テーブルＴＢ１５の内容に
沿って、第１表示領域６１にテキスト情報「会議室１」が設置場所情報として表示され、
第２領域６３ｂに設定言語を日本語に切り換えることをキャンセルするテキスト情報「非
設定」を含む非設定タブｔａ８が表示され、第５領域６３ｅに設定言語を日本語に切り換
えることを特定するテキスト情報「設定」を含む設定タブｔａ９が表示されている。また
、図２８においては、第１４領域６４ｄにおいて、設定言語として日本語を選択するか否
かを決定する設定画面であることを示すべく、設定言語一覧情報においてテキスト情報「
日本語」が強調表示された情報（日本語選択情報）が示されている。
【０１９０】
　日本語設定モードでは、Ｆキーフラグ７０６ｂの変数Ａの値に基づき（すなわち、Ｆ１
キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂの入力に基づき）、設定言語を日本語に決定するか、又は
キャンセルするかが確定される。具体的に、リモコン制御部７０は、日本語設定モードに
おいて、変数Ａの値が１増加すると（すなわち、Ｆ１キー５２ａが入力されると）、設定
言語を日本語に設定することがキャンセルされ、言語設定モードに遷移する。一方、リモ
コン制御部７０は、日本語設定モードにおいて、変数Ａの値が１減少すると（すなわち、
Ｆ２キー５２ｂが入力されると）、設定言語を日本語とすることを確定し、メニュー設定
切換モードに遷移する。すなわち、日本語設定モードでは、設定言語として日本語を非設
定とする非設定切換機能がＦ１キー５２ａに割り当てられており、Ｆ２キー５２ｂに設定
言語として日本語を設定する設定切換機能がＦ２キー５２ｂに割り当てられている。そし
て、ファンクションキー５２に割り当てられている機能が判別できる態様で、第３表示領
域６３において非設定タブｔａ８及び設定タブｔａ９が表示されている。
【０１９１】
　他のモード（英語設定モード、及び中国語設定モード等）においては、日本語設定モー
ドと同様に、液晶表示部６０における表示内容を規定したテーブルに沿った表示が行われ
、ファンクションキー５２に基づいて設定言語の設定が行われる。
【０１９２】
　このように、メニュー設定切換モードの下位の言語設定選択モードにおいてはさらに下
位の言語設定モードが設けられており、言語設定モードにおいてはさらに下位の日本語設
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定モード、英語設定モード、中国語設定モードが設けられている。すなわち、リモコン３
０においては、階層化された制御モードが設けられている。これに関連して、液晶表示部
６０においては、表示される画像が階層的に切り換わるようになっている。
【０１９３】
　（４）リモコン制御部７０の制御モードの遷移の流れ
　図３５、図３６及び図３７は、リモコン制御部７０の制御モードが遷移する流れの一例
を示したフローチャートである（図３５、図３６及び図３７においては、メニュー設定切
換モードにおける下位の制御モードについては図示省略）。リモコン制御部７０は、駆動
電源を供給されると、図３５、図３６及び図３７に示すステップＳ１０１－Ｓ１２１のよ
うな流れで制御モードを遷移させる。なお、ステップＳ１０１－Ｓ１２１については、あ
くまでも一例であり、設計仕様に応じて適宜変更が可能である。
【０１９４】
　ステップＳ１０１において、リモコン制御部７０は、発停切換キー５１を介して運転開
始コマンドを入力されない場合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１０１に留まる。
一方、リモコン制御部７０は、発停切換キー５１を介して運転開始コマンドを入力された
場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０２へ進む。
【０１９５】
　ステップＳ１０２において、リモコン制御部７０は、待受けモードに遷移する（又は待
受けモードを維持する）。その後、ステップＳ１０３へ進む。
【０１９６】
　ステップＳ１０３において、リモコン制御部７０は、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー
５２ａ又はＦ２キー５２ｂを入力されない場合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１
０２に戻る。一方、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａ又はＦ２キー５２ｂを入力さ
れた場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０４へ進む。
【０１９７】
　ステップＳ１０４において、リモコン制御部７０は、設定温度切換モードに遷移する（
又は設定温度切換モードを維持する）。その後、ステップＳ１０５へ進む。
【０１９８】
　ステップＳ１０５において、リモコン制御部７０は、設定温度の設定が完了しない場合
（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１０６へ進む。一方、リモコン制御部７０は、設
定温度の設定が完了した場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０２に戻る。
【０１９９】
　ステップＳ１０６において、リモコン制御部７０は、Ｆ２キー５２ｂを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１０４に戻る。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ２キー５２ｂを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０７へ進む
。
【０２００】
　ステップＳ１０７において、リモコン制御部７０は運転切換モードに遷移する（又は運
転切換モードを維持する）。その後、ステップＳ１０８へ進む。
【０２０１】
　ステップＳ１０８において、リモコン制御部７０は、運転モードの設定が完了しない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１０９へ進む。一方、リモコン制御部７０は、
運転モードの設定が完了した場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０２に戻る
。
【０２０２】
　ステップＳ１０９において、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１０へ進む。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ１キー５２ａを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０４に戻る
。
【０２０３】



(31) JP 2017-130833 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

　ステップＳ１１０において、リモコン制御部７０は、Ｆ２キー５２ｂを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１０７に戻る。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ２キー５２ｂを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１１１へ進む
。
【０２０４】
　ステップＳ１１１において、リモコン制御部７０は風量切換モードに遷移する（又は風
量切換モードを維持する）。その後、ステップＳ１１２へ進む。
【０２０５】
　ステップＳ１１２において、リモコン制御部７０は、設定風量の設定が完了しない場合
（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１３へ進む。一方、リモコン制御部７０は、設
定風量の設定が完了した場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０２に戻る。
【０２０６】
　ステップＳ１１３において、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１４へ進む。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ１キー５２ａを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０７に戻る
。
【０２０７】
　ステップＳ１１４において、リモコン制御部７０は、Ｆ２キー５２ｂを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１１に戻る。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ２キー５２ｂを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１１５へ進む
。
【０２０８】
　ステップＳ１１５において、リモコン制御部７０は風向切換モードに遷移する（又は風
向切換モードを維持する）。その後、ステップＳ１１６へ進む。
【０２０９】
　ステップＳ１１６において、リモコン制御部７０は、設定風向の設定が完了しない場合
（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１７へ進む。一方、リモコン制御部７０は、設
定風量の設定が完了した場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１０２に戻る。
【０２１０】
　ステップＳ１１７において、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１８へ進む。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ１キー５２ａを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１１１に戻る
。
【０２１１】
　ステップＳ１１８において、リモコン制御部７０は、Ｆ２キー５２ｂを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１５に戻る。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ２キー５２ｂを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１１９へ進む
。
【０２１２】
　ステップＳ１１９において、リモコン制御部７０はメニュー設定切換モードに遷移する
（又はメニュー設定切換モードを維持する）。その後、ステップＳ１２０へ進む。
【０２１３】
　ステップＳ１２０において、リモコン制御部７０は、メニュー設定項目の設定が完了し
ない場合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１２１へ進む。一方、リモコン制御部７
０は、メニュー設定項目の設定が完了した場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ
１０２に戻る。
【０２１４】
　ステップＳ１２１において、リモコン制御部７０は、Ｆ１キー５２ａを入力されない場
合（すなわち、ＮＯの場合）、ステップＳ１１９に戻る。一方、リモコン制御部７０は、
Ｆ１キー５２ａを入力された場合（すなわち、ＹＥＳの場合）、ステップＳ１１５に戻る
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。
【０２１５】
　（５）リモコン３０の諸機能
　（５－１）ユーザビリティ向上機能
　リモコン３０においては、物理キー５０（具体的には発停切換キー５１、Ｆ１キー５２
ａ、Ｆ２キー５２ｂ、第１変更キー５３ａ、及び第２変更キー５３ｂ）の数が合計５個で
あり、従来よりも少なく構成されている。特に、ファンクションキー５２の数はＦ１キー
５２ａ及びＦ２キー５２ｂの２個であり、第３表示領域６３において表示される設定項目
（設定項目タブｔａ）の数（ここでは４個）よりも少なく構成されている。
【０２１６】
　これにより、操作方法が単純に構成されており、操作者に対して直感的かつ容易な操作
方法を提供することが可能となっている。その一方で、物理キーの数が従来よりも少ない
にも関わらず、エアコン１００の各種機能を実現するうえでリモコン３０に要求される機
能を発揮できるようになっている。すなわち、従来と比較して機能を低下させることなく
優れた操作性が実現されており、ユーザビリティに優れている。
【０２１７】
　また、物理キー５０の数が少なく構成されることにより、リモコン３０における物理キ
ー５０のサイズが従来よりも大きく構成されている。具体的には、各物理キー５０の幅方
向の寸法（左右方向の長さ）は、液晶表示部６０の幅方向の寸法の３分の１以上に構成さ
れている。また、各物理キー５０の高さ方向の寸法（上下方向の長さ）は、液晶表示部６
０の高さ方向の寸法の４分の１以上に構成されている。これにより、操作者が特に物理キ
ー５０を把握しやすく入力を行いやすいようになっている。すなわち、ユーザビリティに
特に優れている。
【０２１８】
　（５－２）デザイン性・コンパクト性向上機能
　また、リモコン３０では、物理キー５０の数が少なく構成されることで、デザイン選択
の自由度が向上している。すなわち、デザイン性を向上させる機能をも有している。
【０２１９】
　また、リモコン３０では、物理キー５０の数が少なく構成されることで、ケーシング４
０をコンパクトに構成することが可能となっている。すなわち、コンパクト性を向上させ
る機能をも有している。
【０２２０】
　（５－３）汎用性・管理性・セキュリティ性向上機能
　また、リモコン３０は、各制御モードにおいて、第５記憶部７０５に格納されている各
種テーブルに基づいて、液晶表示部６０に画像が表示されるように構成されている。すな
わち、リモコン３０では、各種テーブルの定義内容を変更することで、各制御モードにお
いて表示される画像を任意に変更が可能である。そして、各種テーブルは、管理者が管理
サーバ９０を介して更新コマンドを入力することで更新が可能である。
【０２２１】
　すなわち、リモコン３０は、管理者が、設置環境に応じて任意に表示内容及び表示態様
を変更することができるように構成されている。その結果、操作者の視認性及び操作性に
配慮した表示をリアルタイム且つ任意に行うことが可能となり、汎用性に優れている。
【０２２２】
　例えば、第５記憶部７０５に格納されている各テーブルの表記内容に関して、テキスト
情報を日本語以外の言語で定義することで、日本語以外の言語情報を用いて画像を表示す
ることも可能である。例えば図３８から図４１においては、待受けモード時の画像として
、英語のテキスト情報を含む画像の一例が表示されている。図３８から図４１では、温度
が摂氏ではなく、華氏で表わされている。
【０２２３】
　また、例えば、第５記憶部７０５に格納されている各テーブルの定義内容に関して、テ
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キスト情報を図形情報で定義することで、テキスト情報を図形情報に代えて画像を表示す
ることも可能である。例えば図４０及び図４１においては、待受けモード時の画像として
、テキスト情報に代えて図形情報を含む設定項目タブｔａが表示される様子が示されてい
る。
このように、テキスト情報に代えて多くの図形情報が表示されることにより、操作者の使
用言語に関わらず直感的な操作が可能となり、汎用性及びユーザビリティが向上する。
【０２２４】
　このように、リモコン３０では、第５記憶部７０５に格納されている各種テーブルの内
容を変更することで、所定の状況において所望の画像を表示することが可能に構成されて
いる。
【０２２５】
　また、不特定多数の利用者によって一時的に利用される対象空間（例えばホテルの客室
やレンタルルーム等）に設置される場合には、予め管理者が、利用者の利用前に制御モー
ドを言語設定モードに遷移させておくことで、利用者は図３２に示すような画像から操作
を行うことが可能となる。これにより、操作者の使用言語に関わらず、操作が容易に可能
となり、汎用性及びユーザビリティが向上する。
【０２２６】
　また、リモコン３０は、管理者が、操作者に対して設定されることを望まない設定項目
については操作者によって設定されないように、設定可能な設定項目を操作者に応じて限
定することが可能に構成されている。例えば、第５記憶部７０５に格納されている各テー
ブルの表記内容に関して、設定されることを望まない情報を含めずに定義することで、設
定されることを望まない情報については表示されない態様で画像を表示することも可能で
ある。その結果、管理者が、操作者に対する操作内容を制限することが可能となり、管理
性及びセキュリティ性が向上する。
【０２２７】
　例えば図４２においては、待受けモード時の画像として、第３表示領域６３に運転モー
ドタブｔａ２が表示されていない。これにより、操作者は運転モードの設定変更を行うこ
とができないようになっている。
【０２２８】
　また、例えば、図４３においては、設定温度のみの設定が可能とすべく、設定温度制御
モードに遷移させた状態で、第３表示領域６３に表示される設定項目タブｔａの表示が行
われていない。これにより、操作者は設定温度のみの設定が可能であり、その他の設定項
目の切換えを制限される。図４３においては、第１４領域６４ｄに設定温度の数値が表示
され、第１変更キー５３ａの入力により設定温度が大きくなることを示すべく第１３領域
６４ｃにおいてテキスト情報「上げる」が表示され、第２変更キー５３ｂの入力により設
定温度が小さくなることを示すべく第２表示領域６２においてテキスト情報「下げる」が
表示されている。
【０２２９】
　このような態様で表示する場合は、ファンクションキー５２又は変更キー５３の入力に
基づき、表示画面に沿った態様で処理が実行されるように、新たな制御モードを設け処理
が定義されればよい。
【０２３０】
　（６）特徴
　（６－１）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、ユーザビリティ、デザイン性及びコンパクト性
が向上している。
【０２３１】
　すなわち、年齢や国籍に関わり無く幅広く使用される空気調和装置やヒートポンプ装置
等のリモートコントロール装置においては、ユーザビリティを向上させるべく、操作方法
を極力簡潔にすることが望ましい。しかし、従来のリモートコントロール装置では、ファ
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ンクションキーを含む物理キーの数が少なくはなく、操作者によって操作が煩雑となる可
能性も小さくはない。
【０２３２】
　また、空気調和装置やヒートポンプ装置のリモートコントロール装置においては、デザ
イン性及びコンパクト性向上の観点から、ファンクションキーを含む物理キーの数は少な
いほうが好ましい。しかし、従来のリモートコントロール装置では、ファンクションキー
を含む物理キーが少なくはなく、デザイン性の自由度が制約されるとともに、リモートコ
ントロール装置のサイズが大きくなってコンパクト化を制約されていた。
【０２３３】
　この点、上記実施形態に係るリモコン３０では、リモコン制御部７０は、ファンクショ
ンキー５２の入力に応じて設定を行う設定項目を順次選択し、ファンクションキー５２の
数は、設定可能な設定項目に係る情報を表示する第３表示領域６３において表示される設
定項目（設定項目タブｔａ）の数よりも少なく構成されている。これにより、表示される
設定項目（設定項目タブｔａ）の数よりも少ないファンクションキー５２の入力に基づき
、設定に係る設定項目が順次選択され液晶表示部６０において設定項目タブｔａとして表
示されるようになっている。このことから、操作者が、表示される設定項目（設定項目タ
ブｔａ）の数よりも少ないファンクションキー５２のみで各種設定を行うことが可能とな
っている。つまり、操作者が、従来よりも数が少ない物理キー５０によって従来と同一の
設定を行うことが可能となっている。このため、リモコン３０を構成する物理キー５０の
数を従来と比較して少なくすることが可能となっている。その結果として、操作者に対し
簡潔な操作方法を提供することが可能となっている。また、リモコン３０のデザイン性の
自由度が狭まること、及びリモコン３０のサイズが大きくなることが抑制されている。し
たがって、ユーザビリティ、デザイン性及びコンパクト性に優れている。
【０２３４】
　また、リモコン３０では、タッチスクリーン等で構成されるソフトウェアキーを用いず
に物理キー５０の数が抑制されており、コスト抑制の効果も奏している。
【０２３５】
　（６－２）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、リモコン制御部７０は、ファンクションキー５
２が入力される度に、設定項目の選択を切り換えている。これにより、ファンクションキ
ー５２の入力の都度、選択中の設定項目が切り換わるようになっている。すなわち、操作
者がファンクションキー５２を入力する度に、設定に係る設定項目及び表示される設定項
目タブｔａが順次切り換わるようになっている。このことから、必要最低限の物理キー５
０によって従来と同一の設定を行うことが可能となっている。よって、リモコン３０を構
成する物理キー５０の数を従来と比較して特に少なくすることが可能となっている。
【０２３６】
　（６－３）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、第３表示領域６３において、選択中の設定項目
に係る情報（設定項目タブｔａ）が色彩の反転により強調表示されるようになっている。
特に、第３表示領域６３に複数の設定項目タブｔａが表示される場合にも、選択中の設定
項目に係る設定項目タブｔａが第３表示領域６３において強調表示されるようになってい
る。その結果、第３表示領域６３において複数の設定項目が表示される場合であっても、
操作者が、選択中の設定項目を容易に判別可能となっている。特に、第３表示領域６３に
おいて複数の設定項目が表示される場合であっても、操作者が、選択中の設定項目を容易
に判別可能となっている。
【０２３７】
　（６－４）
　上記実施形態に係るリモコン３０は、ファンクションキー５２は、第３表示領域６３の
近傍（直下）に位置している。より詳細には、ファンクションキー５２は、第４表示領域
６４よりも第３表示領域６３に近い位置に配置されている。また、ファンクションキー５
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２は、他の物理キー５０よりも第３表示領域６３に近い位置に配置されている。これによ
り、操作者がファンクションキー５２を操作しながら第３表示領域６３を容易に視認可能
となっている。このことから、操作者がファンクションキー５２の操作を行いながら選択
中の設定項目（設定項目タブｔａ）を容易に識別可能となっている。
【０２３８】
　（６－５）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、ファンクションキー５２とは別に配置される変
更キー５３が物理キー５０に含まれ、リモコン制御部７０は、変更キー５３の入力に応じ
て、選択中の設定項目に関する数値の増減、段階の変更又はモードの変更を行っている。
これにより、必要最低限の固定キーにより、選択中の設定項目の設定状態の変更を行うこ
とが容易に可能となっている。すなわち、必要最低限の物理キー５０によって従来と同一
の設定を行うことが可能となっている。その結果、リモコン３０を構成するうえで、物理
キー５０の数を従来と比較して特に少なくすることが可能となっている。
【０２３９】
　（６－６）
　上記実施形態に係るリモコン３０は、リモコン制御部７０は、ファンクションキー５２
の入力に基づき、第４表示領域６４において表示される設定項目の設定状態に係る情報を
変更している。これにより、必要最低限の固定キーにより、設定項目の設定状態の変更を
行うことが容易に可能となっている。すなわち、必要最低限の物理キー５０によって従来
と同一の設定を行うことが可能となっている。その結果、リモコン３０を構成するうえで
、物理キー５０の数を従来と比較して特に少なくすることが可能となっている。
【０２４０】
　（６－７）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、第３表示領域６３においては設定可能な設定項
目の数よりも少ない数の設定項目タブｔａが表示され、非表示の設定項目タブｔａの存在
を示す情報（非表示設定項目特定情報）である右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２が
液晶表示部６０において表示されるようになっている。これにより、表示される設定項目
タブｔａの数が設定可能な設定項目の数よりも少ない場合であっても、操作者が非表示の
設定項目タブｔａの存在を把握しやすくなっている。その結果、操作性に特に優れている
。
【０２４１】
　（６－８）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、第３表示領域６３において設定項目タブｔａが
複数表示され、右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２（非表示設定項目特定情報）が第
３表示領域６３の長手方向（左右方向）の一端近傍に表示される設定項目タブｔａの周囲
に表示され、第３表示領域６３において非表示となっていた設定項目タブｔａ（非表示設
定項目情報）が表示される際には第３表示領域６３の長手方向の他端近傍に表示される設
定項目タブｔａが非表示となるように構成されている。これにより、表示される設定項目
タブｔａの数が設定可能な設定項目の数よりも少ない場合であっても、操作者が非表示の
設定項目タブｔａを特定しやすくなっている。その結果、操作性に特に優れている。
【０２４２】
　（６－９）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、リモコン制御部７０は、管理サーバ９０から送
信された更新コマンドを受信することで、液晶表示部６０において表示される各種情報の
表示態様を切り換え可能に構成されている。これにより、液晶表示部６０において操作者
の特性に応じた表示態様で情報を表示させることが可能となっている。その結果、操作者
の視認性及び操作性に配慮した表示をリアルタイム且つ任意に行うことが可能となってお
り、ユーザビリティ及び汎用性が向上している。例えば、ホテル等の宿泊施設やレンタル
ルーム等、利用者が一時的に滞在する空間（すなわち、利用者と管理者が一致しない空間
）に設置される際に、利用者の属性に応じて表示態様を変更することができるように構成
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されている。また、多数国で実施される際に、表示言語の切換えを容易且つ柔軟に行うこ
とも可能に構成されている。
【０２４３】
　（６－１０）
　上記実施形態に係るリモコン３０では、リモコン制御部７０は、管理サーバ９０から送
信された更新コマンドを受信することで、ファンクションキー５２によって選択可能な設
定項目を限定できるように構成されている。これにより、管理者が、操作者に対して設定
されることを望まない設定項目については操作者によって設定されないように、設定可能
な設定項目を操作者に応じて限定することが可能となっている。すなわち、管理者が、操
作者に対する操作内容を制限することが可能となっている。例えば、ホテル等の宿泊施設
やレンタルルーム等、利用者が一時的に滞在する空間（すなわち、利用者と管理者が一致
しない空間）に設置される際に、利用者の操作を任意に制限することが可能となっている
。
【０２４４】
　（７）変形例
　上記実施形態は、以下の変形例に示すように適宜変形が可能である。なお、各変形例は
、矛盾が生じない範囲で他の変形例と組み合わせて適用されてもよい。
【０２４５】
　（７－１）変形例Ａ
　上記実施形態では、リモコン３０は、空気調和装置又はヒートポンプシステムとしてエ
アコン１００に適用されたが、これに限定されない。例えば、リモコン３０は、冷媒回路
を含むヒートポンプシステムとしての給湯器、冷水器、及び除湿器等に適用されてもよい
。また、リモコン３０は、冷媒回路を含まない換気装置や空気清浄機等の空気調和装置に
適用されてもよい。
【０２４６】
　（７－２）変形例Ｂ
　上記実施形態では、液晶表示部６０は、第１表示領域６１と、第２表示領域６２と、第
３表示領域６３と、第４表示領域６４と、を含んでいた。しかし、液晶表示部６０に含ま
れる表示領域は、これらのいずれかに代えて、又はこれらとは別に、他の表示領域を含ん
でいてもよい。
【０２４７】
　また、第３表示領域６３は第１領域６３ａ―第６領域６３ｆを含み、第４表示領域６４
は第１１表示領域６４ａ―第１６領域６４ｆを含んでいた。しかし、第３表示領域６３及
び第４表示領域６４は、これらのいずれかに代えて、又はこれらとは別に、他の領域を含
んでいてもよい。また、これらの領域のいずれかについては設計仕様に応じて適宜省略が
可能である。
【０２４８】
　（７－３）変形例Ｃ
　上記実施形態では、第５記憶部７０５に格納される各種テーブルにおいて強調表示情報
が定義されることに関連して、液晶表示部６０に表示される所定の情報が反転表示される
ことで強調表示されていた。しかし、これに限定されず、他の表示態様で表示されること
で強調表示されるように構成されてもよい。例えば、強調表示情報を定義された情報が拡
大表示されることで強調表示が行われるようにしてもよい。また、例えば、強調表示情報
を情報が点滅表示されることで強調表示されるようにしてもよい。また、例えば、液晶表
示部６０がカラー表示を可能に構成される場合には、強調表示情報を定義された情報の表
示カラーを変更することで強調表示が行われるようにしてもよい。
【０２４９】
　（７－４）変形例Ｄ
　上記実施形態では、変更キー５３は、機能が固定の固定キーとして構成されていた。し
かし、ファンクションキー５２と変更キー５３の合計数が第３表示領域６３に表示される
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設定項目タブｔａの数より少ない数であれば、変更キー５３を固定キーではなく、状況に
応じて機能が切り換わるファンクションキーとして構成してもよい。
【０２５０】
　（７－５）変形例Ｅ
　上記実施形態では、ファンクションキー５２は、第３表示領域６３の直下に配置されて
いた。しかし、ファンクションキー５２の配置位置は、必ずしもこれに限定されず、設計
仕様に応じて適宜変更が可能である。例えば、第３表示領域６３が液晶表示部６０の最上
部分に設けられる場合には第３表示領域６３の直上に配置されてもよく、第３表示領域６
３が液晶表示部６０の最左部分や最右部分に設けられる場合には第３表示領域６３の直左
や直右に配置されてもよい。
【０２５１】
　（７－６）変形例Ｆ
　設定項目を設定する各制御モードにおいては、設定可能な数値範囲、種別又は段階等を
液晶表示部６０において一覧表示させ、表示される一覧の中から所望の数値範囲、種別又
は段階を変更キー５３の入力により選択されることで、各設定項目の設定を行うように構
成してもよい。
【０２５２】
　例えば、運転切換制御モードでは、図１１及び図１３に示す表示態様（すなわち、選択
している種別のみ表示させる表示態様）ではなく、図４４のように選択可能な運転モード
の種別を一覧表示させてもよい。そして、変更キー５３の入力に基づき、いずれかの種別
を決定するように構成してもよい。図４４においては、第１４領域６４ｄにおいて、設定
可能な運転モードの種別の一覧としてテキスト情報「冷房」、「暖房」、「送風」、「除
湿」、及び「自動」が表示されており、変更キー５３への入力に基づき冷房モードが選択
されたことに伴い、テキスト情報「冷房」が強調表示されている。
【０２５３】
　（７－７）変形例Ｇ
　上記実施形態においては、第３表示領域６３において表示される設定項目タブｔａ（設
定項目）の数は４つ以内であった。しかし、必ずしもこれに限定されず、第３表示領域６
３において表示される設定項目タブｔａの数は、第３表示領域６３において視認しやすい
態様で表示される限り５つ以上であってもよい。また、第３表示領域６３において表示さ
れる設定項目タブｔａの数は、ファンクションキー５２の数よりも多い限り、４つ未満で
あってもよい。
【０２５４】
　（７－８）変形例Ｈ
　リモコン３０において表示される画像は、上記実施形態において説明したものに限定さ
れず、他の画像が表示されてもよい。係る場合、表示される内容に応じた制御モード及び
テーブルを設けて、ファンクションキー５２や変更キー５３の入力に基づき処理を実行す
るように構成すればよい。
【０２５５】
　（７－９）変形例Ｉ
　上記実施形態では、各制御モードにおいて液晶表示部６０において表示される内容は、
第５記憶部７０５に格納されるテーブルによって決定された。しかし、これに限定されず
、液晶表示部６０において表示される内容は、第１記憶部７０１に格納される制御プログ
ラムによって定義されてもよい。係る場合、各制御モードにおいて液晶表示部６０の表示
内容の変更は、制御プログラムを更新することによって行われる。
【０２５６】
　（７－１０）変形例Ｊ
　上記実施形態では、リモコン３０は、物理キー５０として発停切換キー５１を有してい
た。しかし、発停切換キー５１は必ずしも必要ではなく、他の物理キー５０で代用するこ
とで適宜省略が可能である。例えば、運転停止時や待受けモード時において、発停切換キ
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ー５１の機能をファンクションキー５２に担わせてもよい。
【０２５７】
　（７－１１）変形例Ｋ
　上記実施形態では、リモコン３０は、いわゆる有線式のリモートコントロール装置であ
り、ケーブルｃｂ２を介して室内ユニット制御部２２と接続されていた。しかし、これに
限定されず、リモコン３０は、電波や赤外線を用いた無線通信によって室内ユニット制御
部２２と通信を行うワイアレスタイプのリモートコントロール装置であってもよい。
【０２５８】
　（７－１２）変形例Ｌ
　上記実施形態では、メニュー設定項目として、エコ全自動設定、言語設定、及びタイマ
ー設定が設けられていた。しかし、これに限定されず、他のメニュー設定項目が設けられ
てもよいことはもちろんである。係る場合には、メニュー設定項目に応じた制御モード及
びテーブルを設けファンクションキー５２又は変更キー５３の入力に応じて処理を規定す
ればよい。
【０２５９】
　（７－１３）変形例Ｍ
　上記実施形態では、リモコン３０は、ケーブルｃｂ３を介して通信ネットワークＮＷ１
に接続されることで管理サーバ９０と通信可能に構成されていた。しかし、リモコン３０
は、電波や赤外線を用いた無線通信により通信ネットワークＮＷ１に接続されることで管
理サーバ９０と通信可能に構成されてもよい。または、室外ユニット１０又は室内ユニッ
ト２０を通信ネットワークＮＷ１に接続することで管理サーバ９０と通信可能に構成した
場合には、リモコン３０は、室外ユニット１０又は室内ユニット２０を介して管理サーバ
９０と通信可能に構成されてもよい。
【０２６０】
　（７－１４）変形例Ｎ
　上記実施形態のリモコン３０においては、Ｆ１キ－５２ａとＦ２キー５２ｂがファンク
ションキー５２として設けられ、ファンクションキー５２の数は合計２つであった。しか
し、ファンクションキー５２の数については、設計仕様に応じて適宜変更が可能である。
例えば、ファンクションキー５２の数は、第３表示領域６３に表示される設定項目タブｔ
ａの数より少ない限り、３つ以上であってもよく、１つであってもよい。
【０２６１】
　（７－１５）変形例Ｏ
　上記実施形態のリモコン３０においては、非表示の設定項目タブｔａの存在を示す情報
（非表示設定項目特定情報）である右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２が、略三角形
状の図形として表示されていた。しかし、右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２は、必
ずしも係る態様で表示される必要はなく、右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２の表示
態様は、非表示の設定項目タブｔａの存在を示すことが可能な表示態様である限り、適宜
変更が可能である。例えば、右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２は、三角形状ではな
く、矢印形状を呈するように表示されてもよい。また、右アイコンＩＣ１又は左アイコン
ＩＣ２は、必ずしも図形又は記号として表示される必要はなく、テキスト情報を含む態様
で表示されてもよい。
【０２６２】
　（７－１６）変形例Ｐ
　上記実施形態のリモコン３０においては、非表示の設定項目タブｔａの存在を示す情報
（非表示設定項目特定情報）としての右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２が、第３表
示領域６３に表示されていた。しかし、右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ２は、必ず
しも第３表示領域６３において表示される必要はなく、他の表示領域において表示されて
もよい。例えば、非表示設定項目特定情報としての右アイコンＩＣ１又は左アイコンＩＣ
２は、第２表示領域又は第４表示領域６４において表示されてもよい。また、右アイコン
ＩＣ１又は左アイコンＩＣ２は、必ずしも表示される必要はなく、状況に応じて適宜省略
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されてもよい。
【０２６３】
　（７－１７）変形例Ｑ
　上記実施形態のリモコン３０においては、第３表示領域６３は、左右方向に延びるよう
に（すなわち、第３表示領域６３の長手方向が左右方向となるように）構成されていた。
しかし、これに限定されず、第３表示領域６３の構成態様については、設計仕様に応じて
適宜変更が可能である。例えば、第３表示領域６３は、上下方向に沿って延びるように（
すなわち、第３表示領域６３の長手方向が上下方向となるように）構成されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０２６４】
　本発明は、空気調和装置やヒートポンプ装置のリモートコントロール装置に利用可能で
ある。
【符号の説明】
【０２６５】
３０　　　　　　　　：リモコン（リモートコントロール装置）
４０　　　　　　　　：ケーシング
５０　　　　　　　　：物理キー
５１　　　　　　　　：発停切換キー
５２　　　　　　　　：ファンクションキー
５２ａ　　　　　　　：Ｆ１キー（第１ファンクションキー）
５２ｂ　　　　　　　：Ｆ２キー（第２ファンクションキー）
５３　　　　　　　　：変更キー（設定状態変更キー）
５３ａ　　　　　　　：第１変更キー（設定状態変更キー）
５３ｂ　　　　　　　：第２変更キー（設定状態変更キー）
６０　　　　　　　　：液晶表示部（表示部）
６１　　　　　　　　：第１表示領域
６２　　　　　　　　：第２表示領域
６３　　　　　　　　：第３表示領域（設定項目表示領域）
６３ａ　　　　　　　：第１領域
６３ｂ　　　　　　　：第２領域
６３ｃ　　　　　　　：第３領域
６３ｄ　　　　　　　：第４領域
６３ｅ　　　　　　　：第５領域
６３ｆ　　　　　　　：第６領域
６４　　　　　　　　：第４表示領域（設定状態表示領域）
６４ａ　　　　　　　：第１１領域
６４ｂ　　　　　　　：第１２領域
６４ｃ　　　　　　　：第１３領域
６４ｄ　　　　　　　：第１４領域
６４ｅ　　　　　　　：第１５領域
６４ｆ　　　　　　　：第１６領域
６８　　　　　　　　：通信部
７０　　　　　　　　：リモコン制御部（制御部）
９０　　　　　　　　：管理サーバ（管理装置）
１００　　　　　　　：エアコン
１１０　　　　　　　：ネットワーク
７０６ａ　　　　　　：発停切換フラグ
７０６ｂ　　　　　　：Ｆキーフラグ
７０６ｃ　　　　　　：変更キーフラグ
７０７　　　　　　　：通信制御部
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７０８　　　　　　　：入力制御部
７０９　　　　　　　：表示制御部
７１０　　　　　　　：モード切換制御部
ｃｂ１－ｃｂ３　　　：ケーブル
ＩＣ１　　　　　　　：右アイコン（非表示設定項目特定情報）
ＩＣ２　　　　　　　：左アイコン（非表示設定項目特定情報）
ＮＷ１　　　　　　　：通信ネットワーク
ＴＢ１　　　　　　　：待受けテーブル
ＴＢ２　　　　　　　：設定温度切換テーブル
ＴＢ３　　　　　　　：運転モード切換テーブル
ＴＢ４　　　　　　　：運転モードテーブル
ＴＢ５　　　　　　　：風量切換テーブル
ＴＢ６　　　　　　　：風量テーブル
ＴＢ７　　　　　　　：風向切換テーブル
ＴＢ８　　　　　　　：風向テーブル
ＴＢ９　　　　　　　：メニュー設定表示テーブル
ＴＢ１０　　　　　　：メニューテーブル
ＴＢ１１　　　　　　：エコ全自動設定選択テーブル
ＴＢ１２　　　　　　：エコ全自動設定テーブル
ＴＢ１３　　　　　　：言語設定選択テーブル
ＴＢ１４　　　　　　：言語設定テーブル
ＴＢ１５　　　　　　：日本語設定テーブル
ｔａ　　　　　　　　：設定項目タブ（設定項目情報）
ｔａ１　　　　　　　：設定温度タブ（設定項目情報、非表示設定項目情報）
ｔａ２　　　　　　　：運転モードタブ（設定項目情報）
ｔａ３　　　　　　　：設定風量タブ（設定項目情報）
ｔａ４　　　　　　　：設定風向タブ（設定項目情報）
ｔａ５　　　　　　　：メニュー設定タブ（設定項目情報、非表示設定項目情報）
ｔａ６　　　　　　　：キャンセルタブ
ｔａ７　　　　　　　：決定タブ
ｔａ８　　　　　　　：非設定タブ
ｔａ９　　　　　　　：設定タブ
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２６６】
【特許文献１】特開２００９－２２９００９号公報
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【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】



(49) JP 2017-130833 A 2017.7.27

【図３４】 【図３５】

【図３６】 【図３７】



(50) JP 2017-130833 A 2017.7.27
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月29日(2017.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和装置（１００）又はヒートポンプ装置（１００）のリモートコントロール装置
（３０）であって、
　各種情報を表示する表示部（６０）と、
　各種設定に係るコマンドを入力される複数の物理キー（５０）と、
　前記表示部の動作を制御するとともに前記物理キーに入力された前記コマンドに応じて
各種処理を実行する制御部（７０）と、
を備え、
　前記表示部は、設定可能な設定項目に係る設定項目情報（ｔａ１－ｔａ５）を表示する
設定項目表示領域（６３）と、前記設定項目の設定状態に係る情報を表示する設定状態表
示領域（６４）と、を含み、
　前記物理キーは、状況に応じて割り当てられる機能が切り換わるファンクションキー（
５２ａ、５２ｂ）と、前記ファンクションキーとは別に配置される設定状態変更キー（５
３）と、を含み、
　前記制御部は、前記ファンクションキーの入力に応じて設定を行う前記設定項目を順次
選択するとともに、選択した前記設定項目に係る前記設定項目情報を前記表示部に表示さ
せ、前記設定状態変更キーの入力に応じて選択中の前記設定項目に関する数値の増減、段
階の変更又はモードの変更を行い、
　前記ファンクションキーの数は、前記設定項目表示領域において表示される前記設定項
目情報の数よりも少ない、
リモートコントロール装置（３０）。
【請求項２】
　前記制御部は、前記ファンクションキーが入力される度に、前記設定項目の選択を切り
換える、
請求項１に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項３】
　前記設定項目表示領域において、選択中の前記設定項目に係る前記設定項目情報が色彩
の反転若しくは変更、拡大表示、及び／又は点滅表示により強調表示される、
請求項１又は２に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項４】
　前記ファンクションキーは、前記設定項目表示領域の近傍に位置する、
請求項１から３のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項５】
　前記制御部は、前記ファンクションキーの入力に基づき、前記設定状態表示領域におい
て表示される前記設定項目の設定状態に係る情報を変更する、
請求項１から４のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項６】
　前記設定項目表示領域においては、設定可能な前記設定項目の数よりも少ない数の前記
設定項目情報が表示され、
　前記表示部においては、前記設定項目表示領域に表示されない前記設定項目情報である
非表示設定項目情報（ｔａ５、ｔａ１）の存在を示す非表示設定項目特定情報（ＩＣ１、
ＩＣ２）が表示される、
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請求項１から５のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項７】
　前記設定項目表示領域においては、前記設定項目情報が複数表示され、
　前記非表示設定項目特定情報は、前記設定項目表示領域の長手方向の一端近傍に表示さ
れる前記設定項目情報の周囲に表示され、
　前記設定項目表示領域において前記非表示設定項目情報が表示される際には、前記設定
項目表示領域の長手方向の他端近傍に表示される前記設定項目情報が非表示となる、
請求項６に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項８】
　前記制御部は、通信ネットワーク（ＮＷ１）で接続された管理装置（９０）から送信さ
れた所定の信号を受信することで、前記表示部において表示される各種情報の表示態様を
切り換える、
請求項１から７のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
【請求項９】
　前記制御部は、通信ネットワーク（ＮＷ１）で接続された管理装置（９０）から送信さ
れた所定の信号を受信することで、前記ファンクションキーによって選択可能な前記設定
項目を限定する、
請求項１から７のいずれか１項に記載のリモートコントロール装置（３０）。
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